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鯵坂 学

この研究は､戦前 ･戦後期を通じて農山村から いう企図がある｡ かつて､鯵坂は中国山地の過疎

都市､とりわけ大都市へ移動した都市移住者とそ の村の調査で､村出身の都市移住者 -他出者がこ

の出身地域との関係を明らかにしようとする試み の過疎の集落-足繁 く通い､地域農業や老父母の

である｡ 大学院のゼミナールのフィール ドワーク 生活を支えていることを明らかにした (鯵坂 

を契機 として､98年の秋より本年の春までおこ 199262-65)｡また､東京都市圏で形成された東北

なってきた共同研究の成果である｡具体的には大 地方や甲信越地方出身者の同郷団体の会合や行事

阪都市圏に形成された石川県小松市出身者の同郷 などへ､出身地域の町村長や議貞､農協の役員が

会-の聞き取 りや､それらの出身地域である小松 参加し､故郷への支援を要請していることを明ら

市の旧集落への調査を共同で 3回､小松市立図書 かにすることによって (鯵坂 1995､1997)､都市

館や金沢市にある石川県立図書館などへの資料収 一農村関係の相互浸透の位相を指摘 した｡

集を個別的に数回ずつおこなった｡ 今回とくに焦点を当てたのは､都市移住者の出

以下の諸論稿にみられるように､これらの共同 身地域の集落における結節的機関 (鈴木栄太郎)

調査研究の基礎には近代以降の都市社会形成過程 である宗教施設 [神社や寺院､墓地など]をめぐ

における都市移住者-地方出身者による同郷団体 る関係行為や､そこにおける宗教行事において取

の意味づけや､移住者 -他出者と出身地域との関 り結ばれる都市移住者の共同行為および移住者と

係､都市一農村関係の現代的位相をとらえようと 出身地域住民との共同行為である｡ 具体的には､ 
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移住者の故郷の祭 りへの帰郷や参加､出身地域で

執 りおこなわれる通過儀礼-の参加､そして神社

やお寺-の寄進､出身地域のお寺の僧侶を招いて

の大阪市内における報恩講の開催などである｡

なお､特別の断りがない限り市町村やそれより

も狭域 (例えば旧行政村や自然村 ･集落)の出身

52.,

者が移住 した都市で結成 している団体を ｢同郷 使用する (鯵坂 

会｣という用語で表し､県レヴェルで形成されて

いる県人会とは区別する｡ そして同郷会と県人会

を総称する用語として ｢同郷団体｣を用い､さら

に故郷性とでもいえる地域性 (-場所性)をもつ

)

小 ･中学校 (町村部や地方都市の高等学校 を含

1

む)の同窓会を含む用語として ｢同郷諸団体｣を

997｡ 

′

第 1章 都市一農村関係と都市移住者 

鯵坂 学

1 都市移住者と同郷団体 せてきたが､この都市化の過程､都市社会形成の

近年､農山漁村や地方出身者によってその移住 過程をL.ワースを代表とするシカゴ学派の見解

としてイメージされてきたアーバニズム :都市性先の都市圏で形成されている同郷団体 -tyiL loca(

d Asso )に関する研究の蓄積がみられ

る｡ 具体的には､松本通晴､石原晶家､安斎伸 な関係の優位としてとらえてよいのかということ

ionsitcabase ･都市的生活様式の一方的展開や浸透､第 2次的

[社会学]､岡橋秀典､篠原重則､田島康弘 [地理 である (鈴木広 )7891 ｡つまり移住先の都市にお

学]の日本の都市同郷団体についての研究や､加

藤剛､山下晋司､松田素二､和崎春日､吉原和男 

[社会人類学]らの海外における同郷団体やエス

ニック集団､都市一農村関係の研究がある｡

小論はこれらの諸研究をふまえ､都市移住者お

よびこれらの人々が形成している同郷団体と､出

身地との関係に焦点を当て､現在における都市一

農村関係を検討 しようとするものである｡

都市移住者と同郷団体に関する筆者の基本的視

点は､第 1に国際的､国内的な移動や定住あるい

ける同郷的関係 [さらにエスニカルな関係]や家

族 ･親族関係などの 1次的関係のもつ意味を位置

付けたいのである (鯵坂 2000)｡第 3に､移住先

の都市での社会関係とは裏腹のベクトルとして､

都市移住者とその出身地域 :農山村との関係の意

味について検討を加えようとするものである｡ 同

郷的関係やその結晶である同郷団体は都市におけ

る都市社会形成の媒体となっているだけでなく､

都市移住者と出身地域との媒体にもなっているの

である｡ つまりそこには都市一農村関係の一つの

eは ｢土着 と流動｣のあ りようを､普遍的で G 媒体としての同郷団体の存在が浮かび上がってく

るのである｡

-

ihcltllhfsesca な関係か らだけではな く特殊的な 

ilsocaisozal･ な要因や､さらに個別的な状況から

もとらえようとするものである｡ 第 2にはヒト､ 題については､別項でも触れているので (鯵坂 

ところで､同郷団体と都市移住者の理論的な問

モノ､カネ､情報などの移動 ･流通 ･伝播による )5991 ､以下では全国調査において判明 した同郷

｡

都市化の進展は､その都市自体の社会構造 ･社会 会の状況と､石川県を中心とした北陸三県の同郷

諸団体の状況について鳥轍しておく関係 ･社会的性格 ･社会的ネットワークを変化さ 
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2 全国の同郷会の現状一全国市区町村調査を中

心に-

全国市区町村調査 (以下､全国調査と呼ぶ)は 

1995年の夏から97年の秋にかけてアンケー ト票

を郵送するという方法でおこなわれ､2654の市

区町村から回答 ( 15回答率 8.%)をえた｡出身者

による同郷会 (県人会 ･同窓会は含 まない)が

｢有る｣ことを把握 している自治体は 4.% [市15

部 : 3.% 4.%]であ り､町村部を00 町村部 : 46

中心にかなりの自治体の出身者が移住先の都市で

同郷会を結成 していることが判明した｡そして､

別稿で明らかにする予定であるが､1890もの同

鯵坂 ･湯浅･星･吉原 ･杉本 :都市一農村関係と都市移住者 

郷会の存在が確認された｡地域的には偏在をみせ

ており､比率が高いところをあげると､北海道､

東北 (青森を除 く)､信越､北陸､中国の島根､

四国の高知､南九州の諸県が際立っている (図表 

1-1)｡ ところで､後述する石川県の事例や石原

昌家による沖縄県那覇市における研究 (石原 

1986)､筆者の新潟県や沖縄県八重山地方の出身

者の調査から見ても､実際にはもっと多 くの市町

村の出身者が移住先の都市で同郷団体を結成して

いることが判明している｡ 調査票による郵送調査

の限界であるが､自治体側の姿勢などにより同郷

会の有無の把握がなされていない場合がかなりあ

･｣ノ 図表 1 -1 都道府県別にみた市区町村出身者の同郷会の結成率
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図表 ト7 市町村別の団体数の分布

実数 

(市部 ) (%) 町村部の出身者が金沢市などの県庁所在都市や山村

1つ 2つ 3つ 4つ

富 山 1 
(14.3) 3(42.9) 2(28.6

以上
1) (14.3 7) (100. 

石 川 2(40.0) 1(20.0) 1(20.0 1) (2 0 )5 

福 井 1(25.0) 2(50.0) 1( 0.0) (100.0 )0 4 

3県合計 4 
(25.0) 

6 
(37.5) 

25.04 
(25. 

) (0.0 )

2 
(100.0 )

16 

である石川郡鶴来町 の諸集落の最寄 りの結節地

形成していることをといった町村部でも同郷会を

確認 しておきたい｡同郷会がどの範域の出身者

を見ると (図表 1-9)､市 で形成されているか

の一部を除いて､市全域で部では富山 ･石川両県

い｡こ 形成されたものが多

であるが､町村域より狭域の出身者で会れに対 して､町村部では特に石川県に顕著

1つ 2つ 03つ ) (12.5) (100.0 ) 

富 山 5
(33.3) 9(60.0) 1(6.7

4つ以上
) (0.0)0 15(100. 

石 川 7(35.0) 8(40.0) 3(15.0 2) (10.0 0 )20 

福 井 7(77.8) 1(ll.1) 1(ll.1) )00(0. ((100.09) l 

3県合計 19
(43.2) 

18
(40.9) 

5
(ll.4 2) (4.5

oo.0 )
44) (1 

ているものが 2割弱もあることは注目にを形成し

これは､旧行政村や集落単位で同郷会が値する｡

4ていることを推測させる｡ 形成され

石川県出身者の同郷団体-加能入社編県人会連合会芳名録』より - 『石川

石川県出身者の同郷諸団体を束ねた組織とし
)

図表 1-8 同郷会が 全国石川県人会連合会があり､その事務局が東京て

東衷圏 京阪神都市圏 中京圏 どの都市圏都道府県庁所在地にあるかその他の都市圏 町 村

富 山 10
(58.8) 

*6
(35.3) 

-
- -- - 1 17 

石 川 
44(36.) 6(54.5) 1 -

-
-

(5.9) 
-

(100.0)
ll 

福 井 3 
(37.5) 

4 
(50.0) 

(9.1)
1(12.5) 

-
--

-
--

-
--

(100.0)
8(100.0) 

3県合計 17 
(47.2) 

16 
(44.4) 

2 
(5.6) 

-
- -- 1(2.8 36 

東衷圏 京阪神都市圏 中京圏 都道府県庁所在地 その他の都市圏 )町 村 (100.0)

富 山 14 
(53.8) 

*10 
(38.5) 

1 
(3.8) 

1 
(3.8) 

-
- -- 26 

石 川 18(40.9) 17(38.6) -- 66(13.) 1 2 ( 100.0 )44 

6(市部 ) 00.0 ) る｡ また､石川県の
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図表 ト9 どの地域の出身者で結成 されているか

実数 

(市部 ) (%)

市全域 市域の 域 より N一部 広範囲 . 

富 山 13 2 A
(76.5) (ll.8) (5*.91) (5 (100107.91)

.
.

石 川 (81.98) (9.11) -- (1 ll)

福 井 8 - 9.1) (1000)((1泊. - - 8
.

3県 合計 300) -3 - - (1000.)
8.3 .(3 ) (83) (2.81) 562 103.(.)( 06 

町村全域 町村域の一部 町村域り広範囲よ N 0 )

富 山 21 
(80.8 2) (7.7 *1) (3.8) 

.A
2(7.7 26) (100.0.

石 川 32 
(72.7

8 
) (18.2

1 
) 

3 44 

福 井 12(100.0 -
) -

(2.3
-
) (6.8

-
) (100.0

12 

3県 合 計 65 
(79.3 10) (12.2

-
2) (2.4) 

-
5( 

( 100.0 )

82 

)

)

富山県黒部市 と 6.) (0.)* 1 100
｢関西黒部会｣ と宇奈月町出身者で作 られている

計の両方で二重にいう団体が､市部集計､町村部集

都中央区にある｡ 数えられている｡会長は加賀百

た前田家の当主である､前田利万石の大名であっ

連合会の名簿である 『芳名録』祐氏であるが石川県金｡ この

ある加能入社1)より出されている｡ この 沢市に

は､東京をはじめ各地で活躍する石川県芳名録に

名簿が掲載され､その後ろに全国石川県人出身者の

会をはじめ 292の同郷諸団体の名簿があ 会連合

いる｡ げられて加能入社の協力をえてこれらの諸団体を､県人

会､同郷会､同窓会､その他 [ほとんどは､

の会]の 4つに種別 してみると､図表 11 趣味-0の

うになる｡ その内､同郷会は合計で 87団体が認よ

図表 1-10

県人会 芳名鐘の分類84 (全国連合会を含む)

同同郷会会窓その他 87115

図表 計1-1 29621 芳名銀にある同郷会

東京 ..関東地方大阪 京都 .近畿地 の所在地34

方中中部地方国 .四国 .九 502

州北海道 .東北地方計 018 

芳名録の把撞87-12 芳名 7図表 1

録 と全国調査の布置図められ､これらの会が形成され

大阪や京都な ている都市圏は､

どの近畿地方が4 (90 ､中部地方が50(75 2､､東京北や関東地方が 3 3.%) 5.%)

海道が 1となっており､地域的構成比は全国調査の

ものより､京阪神圏の比重がより高い (図表 1-

11
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把握 されているものが 48団体 もある｡ こうし

て､両方の資料から､石川県には少なくとも 103

の同郷会が形成されていることが判明した｡その

うち､約 15% の会は全国県人会連合会には加盟

していない2)｡ 

5 おわりに

全国調査以降に取 り組まれたこれらの共同研究

の現地調査や資料収集によって､後述する小松市

周辺地域に形成された ｢小原会｣や北海道帯広市

における ｢加賀団体｣(加賀開拓 100 年記念事業協賛

会､1998)などさまざまな集団 ･同郷的ネットワ 

-クが存在していることが明らかとなった｡この

ように､移住 した都市圏 [少数であるが､農村地

域にもある]で､多 くの地方出身者が同郷的な関

係や集団を維持 していることが分かる｡ 

[注] 

1)加能入社 [社長 :高島誠]は石川県に根 ざした出

版社で､戦前 1937 (昭和 12)年から月刊の地域誌

『加能人』を発刊 している｡ 

2)このことは同郷会 と県人会は親和的な関係 を持ち

なが らも､別々の集団的形成の契機 を持 ってお

り､同郷会は必ず しも県人会の下位団体 ･構成団

体ではないこと示 している｡ このようなことは､

関東新潟県人会でもみられた (鯵坂 1997)0

第 2章 小松市と京阪神都市圏への移住者

一大阪加賀浴友会の関連団体を中心として -

1 はじめに

本章は､農山漁村や地方都市から大都市圏への

移住者について､移住先において､同郷であるこ

とを契機にして結成する同郷会を中心に次の視点

から捉えるものである｡

まず､人口移動の動向について見てみると､戦

前の 1920年から 1940年までの 20年間における

純増加は､南関東では 259万人､京阪神では 212

万人であった｡その動向は､戦後になると､1947

年から 1970年に至る 23年間で､南関東は 623万

人､京阪神では 321万人と激増 している (黒田 

1979)0

宮本憲一は､このように大都市社会が進んだ戦

後の都市化の背景として ｢高度成長の過程ですす

んだ産業構造の変化 と農業の機械化 ･省力化｣ 
(1980: 205)をあげている｡ 周知のこととして､

戦後の日本社会は､産業構造の大転換を達成して 

8
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いる｡ その大転換は､｢戦後の日本では､農業従

事者の急速な減少とそれに代わる被雇用者の増

大､産業構造の側から見れば､第 1次産業から第 

2次､第 3次産業-の急速な構造変動が高度経済

成長を通 じて進行 した｣(苅谷 2000 :9)もので

ある｡ この構造変動は ｢農村から都市への地域的

な人口移動と､農業出身者から雇用者への社会 ･

職業的な移動 との同時進行によってもたらされ

た｣(苅谷 ∝) 0 そのような状況2 X: 1)のである｡

のなかで､｢日本全国の中で一方において人口を

他地域から奪い取る有力な地域があり､その反面

において人口を排出しなければならない弱体な地

域が存在するという実態があった｣(総務庁統計局 

1990:8)ことが指摘されている｡

このような､産業構造の変動のなかで､大都市

圏においては､1960年代前半まで､重化学工業

の先端を走って生産的労働者を増大 したが､それ
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以後､とくに 70年代にはいって工場の分散がは

じまり､それにかわって､中枢管理機能の集中に

ともなうホワイトカラーが増大するのである (宮

本 1980)｡ 

1980年代以降､日本経済が世界システムの中

核としての位置を確立すると､日本経済のグロー

バル化を通じて､中枢管理部門の東京への一極集

中が進展する｡ また､このグローバリゼーション

の進展により､外国人労働者の流入が増加するの

である｡

本章は､まず､都市移住者の出身地域の地域編

成に焦点をあてて､対象とする都市移住者が大都

市圏へ移住 した時代の出身地域における背景につ

いて分析する｡ 次に､対象とする都市移住者が移

住 した出身地域における背景と､その都市移住者

を受け入れた時代の移住先における背景を重ねあ

わせて､農山漁村や地方都市から､大都市圏への

移住者が移住 した要因について考察する｡ そし

て､対象とする都市移住者によって結成された同

郷会の実態について説明する｡

対象事例として､京阪神都市圏における小松市

出身の都市移住者をとりあげる｡ その都市移住者

による同郷会の対象事例として､京阪神都市圏に

おける同郷の公衆浴場業者が中心となって結成し

た大阪加賀浴友会と､その下位単位 (旧集落)の

同郷会をとりあげる｡ 

2 小松市の地域編成 

2.1 小松市の地域編成について

まず､小松市の合併経緯について見ていくこと

にする｡ 図表 2-1を見ると､1940年に能美郡小

松 ･安宅町と粟津 ･自江 ･苗代 ･御幸 ･牧 ･板津 

6ケ村が合併 し､市制施行 により小松市 となる 

(人口 50977人 〔国勢調査〕)｡1955年に､江沼

郡那谷 ･矢田野 2ケ村と月津村の一部､能美郡中

海村を (人口 72378人 〔国勢調査〕)､1956年に

は能美郡新九 ･大杉谷 ･金野 ･西尾 4ケ村と国府

村の一部を､近年では 1979年に能美郡寺井町の

一部を編入している｡ 

1995年の国勢調査によれば､小松市の人口は 

107965人で､その人口の動向は､各年代の時点

の市域では､戦後から増加傾向にある (図表 2-2 

-A)｡特 に､ 1950年 (人 口 63201人 〔国 勢 調

査〕)か ら60年 (人口 89085人 〔国勢調査〕)に

かけて､小松市の人口増加は顕著である｡ しか

し､1953年から 1959年の人口の転入 ･転出の動

向を見ると (図表 2-2-B)､どの年 も転出がやや

多いという状況である｡ そのことから､その顕著

な人口の増加は､主に市町村合併によるものであ

る｡

小松市の人口移動について転出動向を見ると次

のとお りになる｡小松市市制 20周年記念誌によ

り､1959年において転出先 として多い都道府県

を順に並べると､大阪府､東京都､京都府､福井

県､富山県､兵庫県､愛知県 となる｡ 図表 2-3

より1965年と 1970年において､小松市から大阪

府-の転出者が最も多い｡しかし､小松空港の東

京-の定期便の就航 (1963年に就航､1973年に

は､ジェット機就航)と､東京への一極集中の進

展により､1975年以降､東京都への転出者が最

も多 くなる｡

次に小松市の産業の動向について､小内類型 

(小内 1996)によると､次のような展開をしてい

る｡ 小松市の産業構造は 1955､60年においては

価値生産部門複合型であったが､1965年から90

年においては工業主導型へと展開している｡ 1995

年の国勢調査における小松市の産業別就業者の割

合は､第 3次産業の就業者の割合が最も多 くを占

5. ( 7め (51%)､次いで第 2次産業の就業者 41.

%)､第 1次産業の就業者 32(.%)の順 となって

いる｡その中でも､小松市においては第 2次産業

である製造業の就業者がもっとも多 く全産業の就 

9 
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図表 2-1 市町村沿革表 

(｢角川日本地名大辞典｣編纂委員会竹内理三､ 1981『角川日本地名大辞典 17 石川県』角川書店より作成)

有GU･ 18 労r D 2	 合併超過町村激務行以静 8 t )卒 4月 IB9 ( L2

能美郡

小松町

安宅町 

12村が合併

-江ノ島村へ (根上) 1950.10

回 ･串茶屋 ･村松 串 村

松崎 ･直丞･匿要 ･浜佐美- 末佐美村

5村が合併	 今江村村沖杉

. 

10自江村-,自木村 .1:.21' 97. 

64村が村 合が合併 日江村-(金8.5

5村が合併 千針村高田 板 屋)

8村 併 田川村村 19津粁-..5078

8村がが合併	 本所村向本所	 浅井

蓮江村

木津村村

191090粟津8585 14.苗代村村 小松市077 9
島 ･符津 ･･合併合合併併 木馬 ･津波倉 粟津村 連 語 *8霊 1御幸0.

..
.4村が村が 11 978村
..
59蓑輪地方 言

江沼郡より那谷村 ･矢田野村 ･月津村 (柴山を除 く) 1 12.1955.4.1

<他 9村> 1956.9.30 

(977.9.1 

915.5 51加賀市加蛋市1(一部)797加19(77賀市一部)一部) 9 1 ..
虜有町

.
村

.

1 

京都においても､日末

身の公衆浴場業者によって結成された同郷会がある (現在活動休止中) ) 出

*口 でかこんだところは､大阪加賀浴友会の下位単位の団体の会員の出身地域である｡( 6.1

図表 2-2-A 小松市の
人口数 人口動向
120000 

6 

5 

9 

S 
140000000000000000000000862
 

1947年1950年1955年1960年1965年1970年 1975年1980年1985年 1990年1995年
 

1953年 出生071 死亡397 自然増034 1転入,17 転出,21 161社会増1-50 増加14-

1954年 994 526 468 2,401 2,224 -18 

1955年 1,407 535 512 1,855 1, ,3 28

1956年 1,119 631 488 924 -69 433

1957年 1,435 844 50 22,,491 077 2,,38 3116 -39 44

1958年 1,051 789 712 2,270 07 -629 -12

T-系列jl注)小松市市制 50周年記念誌

､ 1995年の国税調査 より作成 (各年代の時点

の市域の人口)業

者総数の内 32.7% を占めているという現状であ

る｡10 図表 2-2-8 小松市における人口の自然動態 と社会動態
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機械の鉄工業などが地場産業として発展 している 

(東洋経済新報社 1998)｡また､石川県の補助対象

をハイテク産業等 とした企業誘致政策 (｢先端産

業等の立地の促進に関する条例｣1983年制定)

により､小松市周辺地域において IC関連､電子

部品関連などの工場が新規に進出している (佐々

木 1992)｡ また､小松市においては､空港 ･高速

道路 (北陸自動車道)･JR線などの交通網をいか

して､産業団地の造成事業などが推進されている 

(東洋経済新報社 1998)｡

このように小松市の産業構造が展開していく中

で､1980年代以降のグローバ リゼーションの進

展とともに､次のような動向が見られる｡ その動

向というのは､近年において､日系ブラジル人を

中心に外国人労働者が､製造業 (機械や電子部品

などの加工組立型工業)に就いて､小松市に流入

しているのである (横浜市立大学 1999)｡

この地方都市である小松市の外国人労働者の流

入は､中枢管理部門の東京への一極集中の展開と

ともに､東京や大都市圏 (管理営業部門､研究部

門等の中枢管理部門を担う部門)一地方 (生産部

門 〔工場〕)というヒエラリヒッシュな地域編成

が強められていった結果であると考えられる｡

つまり､その地域編成により､全般的に地方に

おいては､東京や大都市圏など中央の大企業系列

の工場が立地し､地場の企業はこれらの下請け企

業となった｡そのような動向のなかで､グローバ

リゼーションの到来により､地方において､安価

な労働力 (外国人労働者)が求められるようにな

ったのである｡

各年度の国勢調査によれば､石川県全体の外国

人数が､3087人 (1980年)､3268人 (1985年)､ 

3834人 (1990年)､4942人 (1995年)と増加 し

ているなかで､小松市における外国人数は､354

人 (1980年)､366人 (1985年 )､343人 (1990

午)､640人 (1995年)とい う動 向 を示 してお

り､入管法が改正された 1990年以降､小松市の

外国人数の増加は著しいことが分かる｡ 小松市に

流入している外国人の国籍の中でも､1995年の

国勢調査によれば､小松市におけるブラジル人の

割合は､石川県全体のブラジル人 698人の内 296

人 (244.%)を占めてお り､小松市において､ブ

ラジル人が集中して労働移動 していることがうか

がえるという現状である｡ 

2.2 小松市の産業構造における工業主導型の展開につ

いて

小松市の地域構成の転換点は､その産業構造が

価値生産部門複合型1)から 1965年に工業主導型

へと展開した時期であると考えられる｡ その理由

として 1965年から 1990年まで､小松市の産業構

造は工業主導型のまま推移 してお り､1995年の

産業別就業者においては､全産業のなかで製造業

の従事者が占めている割合が多いからである｡ そ

のことから､この産業構造の変動が､現在の小松

市の地域構成にも､ある程度の影響を与えている

といえる｡

まず､小松市の産業構造の価値生産部門複合型

から工業主導型への展開においては､次のような

背景がある｡ その背景 というのは､｢もともと石

川県で機械工業がぼっ興したのは､繊維工業の発

展によるもので､これが繊維機械の育成を促 した

のだ｡その後､鉱山機械からブル ドーザーに転

進､建設産業機械では大手にのし上がった小松製

作所や､自転車チェーンの全国生産の半分を押さ

える大同工業や､オリエンタルチェン工業などを

生んだ｡特に著しい傾向として注目されるのは､

繊維機械工業の非繊維機械部門への進出である｡

これは大手､中小企業を問わず､近年その方向を

強化 している｣(『週間東洋経済 第 3172号』臨時増 

1964年 6月 18日: 80)という動向である｡

特に､繊維工業の展開について､佐々木 ( 1992) 

ll 
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片 

は本稿の対象地域 (大阪加賀浴友会の会員の出身地域) 
⊂)

◎

は大阪加賀浴友会の会員の出身地域

れる｡ 

3.2 出身地域における移住要因について

先述した地域において､京阪神都市圏への移住

者が多い中で､それらの地域出身の都市移住者に

よって結成された大阪加賀浴友会 (京阪神都市圏

の公衆浴場業者による同郷会) 3)の会員数の動向

を見てみると､戦後復興期 (1950年)から高度

経済成長期が始まる時期 (1962年)にかけて会

員数の増加が著しいことが分かる (図表 2-5)｡ 

14

つまり､小松市の産業においては技術革新がお

こっている時期に､大阪加賀浴友会の会員が急増

しているのである｡ そのことから､小松市におけ

る当時の雇用状況なども考慮しなければならない

が､大阪加賀浴友会の会員が､京阪神都市圏へ移

住した要因の一つとして､小松市の産業構造の工

業主導型への展開過程のなかでおこった技術革新

があげられる｡ 

′
この技術革新 について､氏原 ･高梨 (1971)

は､生産技術の進歩により､技術の変化は急速で
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図表 2-5 大阪加賀浴友会会員数の推移 

1950年 1962年 1974年 1983年 1988年 

総会員数 76 248 319 3 1998年

浴場業に従事している会員 67 
(88.2) 

240 
(96.8) 288(90.3 

61 
302 

355
281 

305
223 

浴場業以 ) (83.7) (79.2) (73.1)

外の職業に従事している会員 6(7.9) 8(3.2) 20(6.3) 441(ll. 54 78

職業不明 (敬) 3 - ll )18 (15.2)20 (25.6)4

注)各年度の大阪加賀浴友会の会員名簿より作

大きくなったことから､｢たえずそれに適応 成

していくためのより大きな適応力､また複雑な生産技

術の体系と巨大な管理機構のなかで労働するため

の規律 と責任が必要とされてきた｣(32)と指

し､｢このような能力は､旧来の短期間の簡 摘

基礎教育と長い徒弟的訓練によってではなく､長

素養を前提として獲得され教養と基礎的な技術的

32)と述べてい る｣(氏原･高梨 1971: 

る｡

い基礎教育による高い一般 単な

小松市の産業における技術革新が､移住

の要因であることは､次の対象者の話からうかがえ

る｡加賀浴友会の会貝である Y氏は､大阪の公衆浴

場業へ参入する時の話として､｢思えば父が大阪

に来たのが昭和 33年､52歳の時｡ガラ紡と

撚糸業が時代 とともに衰退し､日雇い労務をいう

なくされた頃 〔下線-筆者補注〕､親戚から余儀

子にフロヤをどうか』と話しがあった--が 『息

心のつかない息子に 『ワシでもいいか』と頼､決

んでの上阪だった｡その後脱サラで父の後を追っ

頃だった｣(大阪加賀浴友会 19 長のはしりの

念』: 50)と述べてい 98帽I J立 50周年記

る｡

て来たのが昭和 35年｡高度経済成 み込

したがって､大阪加賀浴友会の会貞が移住 した

要要因として､次のことがあげられる4 ｡ 小松市市勢覧 2

面積は 3,(1204町で､この上に)年版において､小松市の農用地4,8399 39の農家が零細

7反 6畝という狭隆さで農業に専従するには積は 

りに耕地が不足であり仝農家中 54% が兼業あま

農家であるという報告がある｡そのことから､移住

する要因の一つとして､農業の経営規模の拡大が困

難であったことがあげられる｡ また､｢小松で

もうけと夏苦労 して野菜をつ くっても高 くて 7､8万円ひ

るだけ｡しかし､ふろ屋は 1ケ月で楽に 8万円の利益があった｣(北国

刊)ことから､産 新聞 1991.1.21 朝

の衰退があげられ業構造の変動による第 1次産業

る｡そして､前述 したように､産業構造の変動

いておこった技術革新により､長い基礎教育ににおよ

る高い一般教養と基礎的な技術的素養を前提と

る (氏原 ･高梨 1971)専門的知識が必要と す

ように される

なったことから､社会的上昇移動において､学歴な

考えられるどにより一定の機会一制約を受けると

｡これらのことから､地方都市 ･小松市におい

大都市圏との地域格差と､小松市の地域内に て､

る格差という 2つの格差が生じたと捉えられおけ

大阪加賀浴友会の会員の場合､家 ･屋敷地る｡

畑を売 り､それを資本にして､公衆浴場業のや田

者として移住先の都市に参入する場合と､同郷者経営

な農業活動をおこなってお り､ 1戸平均の面
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業資金を貯め､独立して公衆浴場業の経営者とな

る場合がある｡ そのことから､個人差はあるが､上

述した要因が組み合わさって､大都市圏と地方都

市 ･小松市との地域間連関におけるヒエラリヒッ

シュな地域編成の進展のなかで､社会的上昇移動

の手段として､大阪加賀浴友会の会貝においては､

大都市圏の公衆浴場業へ参入したと捉えられる｡

また､戦後､その都市移住者が､大都市圏の職

業の中で､公衆浴場業を選択 した要因として､衰

退化の傾向にある農業や撚糸業等から他業種-の

転業の場合でも､公衆浴場業においては､仕事に

5.同志社社会学研究 ,2001

は､大都市住民の日常生活のなかで､公衆浴場の

需要が高く､移住先において対象とする都市移住

者の定住を促進させる状況にあったことは､次の

ことから言える｡

大阪の人口動向を見てみると､戦後復興期にお

いて､大阪の人口は急増 して 1955年に戦前の水

準に回復 している (図表 2-6)｡特に､戦後復興

期における大阪の住宅難については､｢3畳以下

のいわゆる過密住宅は､戦前の 16年に 24万 2000

戸､23年 に 16万 5000戸､28年 に 24万 5000戸

と推移し､総戸数に占める割合はそれぞれ戦前の 

要する技術の習得の問題が次のように容易に解決 9.0.%､51 % に増大した｡一方､バ

で きたか らであると考えられる (湯浅 1999､ ラック家屋が林立し､スラム化につながる不良住

6.39 % から50

2

まず､公衆浴場業の場合､ 1ケ月かあるいは数 が､29年には 649地区とほぼ 2倍に増えた｣(新

ヶ月という比較的短期間で､仕事に必要な技術を 修大阪市史編纂委員会 1992F新修大阪市史 第8巻』

(X氾)｡ 宅地区は､戦前の 12年に 333地区に数えていた

習得することができた4)｡さらに､公衆浴場業に

おいては､条例による施設の立地条件として､地

域の偏在を避けるために､公衆浴場の施設間は､

ある程度離れていなければならないという距離制

限があり､入浴料金は物価統制令の適用 (都道府

県知事が権限を持つ)を受けている｡ そのことか

ら､公衆浴場業は過当競争が避けられ､営業面に

おいて駆引きをあまり必要としない業種である｡

また､先程述べた距離制限や､物価統制令の適

用に加えて､公衆浴場業は日銭商売であることか

ら､大都市圏に移動 して期待される収入に関し

て､ある程度目途が立ったと言える｡ 

3.3 移住先における移住要因について

大阪加賀浴友会の会貞が､戦後､京阪神都市圏

の公衆浴場業-参入した要因として､戦前におい

大阪市 : 

ら､公衆浴場は､大都市住民の日常生活における

社会的共同消費手段の機能 ･役割を持つものとし

て必要とされ､その需要は高かったのである｡

また､移住先において､大阪加賀浴友会の会貞

の定住を促進させたものとして次の要因があげら

れる｡ その要因というのは､｢敗戦直後のインフ

図表 2-6 大阪における人口動向 

142)という状況であった｡そのことか

∝〉(…10

00

棚

ても､出身地域から京阪神都市圏の公衆浴場業へ 930 1

25 1935 1947 195

940 15 90 1 大阪大阪府98 16 市域 

965 1 5 197 790 1895 1980 19905 119

1920 1

の就業移動があったことがあげられる｡ また､大

阪加賀浴友会の会貞の主な移住先である大阪の状
注) F 4回大阪市統計書第 8年代 995

況について見ていくと､特に戟後復興期において 度 大阪府統 平成 8年版』､r平成八年
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レ対策の一環として実施された地代 ･家賃の統制

や､土地 ･家屋に関する税負担の増大が､貸家経

営 を絶望的に した｣(新修大阪市史編纂委員会 

1992:142)ことから ｢貸家経営をしている場合で

も採算割れによる経営難や生活難から貸家を手放

す人 もあった｣(新修大阪市史編纂委員会 1992: 

142)という事象である｡

特に戦前､大都市圏の公衆浴場業への参入にお

いては､現業労働である釜焚きなどから始めて､

そこで創業資金を貯めて独立する場合や､最初か

ら経営 してい く場合でも､地主が所有 していた

｢貸 し風呂 (借 り風呂)｣を借 り､そのなかで資金

を貯めて自己所有の公衆浴場を経営することが多

かった｡

しか し､上述 したように､戦後復興期 におい

て､地主が､所有 していた ｢貸 し風呂 (借 り風

呂)｣を手放すようになると､事例にあげている

都市移住者が､出身地域の家 ･屋敷地や田畑を売

却 して､それを創業資金とし､最初から自己所有

の公衆浴場の経営を始めた事例がかなりあった｡

大阪加賀浴友会の会員である S氏は､戦後復

興期に､大阪-移住 してきた時の話 として､｢親

せきの反対を押 し切って先祖伝来の田畑 とねん糸

工場を売 り払い､ ドンゴロス袋に詰め込んだ 75

万円で池田市に銭湯を買った｡燃料不足をみてと

るや近 くの山を月 3万円で契約 し､弟たちの銭湯

にも次々手付けを打った｡銭湯が空き家だらけだ

ったこの時代､家主は競って 1等地の物件を売っ

たのである｣(F北国新聞』1991.1.20 朝刊)と述べ

ている｡

大阪市における住宅の所有関係の推移を見る

と､戦後､大阪加賀浴友会の会貝が急激に増加 し

ている戦後復興期から高度経済成長が始まる時期

において､借家は減少 している (図表 2-7)｡事

例にあげている都市移住者の動向から､その時代

において､都市化とともにおこった社会層の分化

鯵坂 ･湯浅 ･星 ･吉原 ･杉本 :都市一農村関係と都市移住者

所有関係別住宅

住宅総数 持家 借家 数

1941年 631,863 
(100.0 ) 

55,685 
(8.8

566,6 
92) 

給与住宅 
94,491 

1948年 333,215(100.0 82,9 
72) (89.7

236,390
) (15.0

13,853 

1950年 392,7
29 

(24.9
140,003

) (70.9
229,679

) (4.2
23,054 

1953年 (100.0472,000
(100.0 ) 

(35.6208,000
(44.1

) ) (58.5241,000
) (51.1

) (5.9
23,000) ( 

1955年 502,786(100.0 227,172
) (45.2 251,436) 

4.9
24,178 

1958年 580,00
0 

(100.0

264,000 
) (45.5

(50.0
287,000 

) (49.5
) (4.8

29,0 
00) (5. 

) 

) 

) 

) 

) 

荏)新修大阪市史に掲載の住宅所 0)
成､1941､48 有関係の推移より作
編 ､50年の数字は 1950年に大阪市に

入される 6ケ町村を含まない｡のなかで､都市移住者 (地方出

家屋を所有 し､都市 身者)が､土地 ･

と 自営業者層 として台頭 したこ

でがうかがえることは留意しなければならない点

4ある5)｡小松市出身者による都市同郷団体 

4.大阪加賀浴友1 大阪加賀浴友会について

部の 9旧集落出会は､主に小松市南部と加賀市北

によって結成 さ身の京阪神都市圏の公衆浴場業者

照)｡大阪加賀 れた同郷会である (図表 2-4参

浴友会は､現在においても､会員の中から大阪府公衆浴場

員を輩出しているように業環境衛生同業組合へ役

の公衆浴場業界において､その同郷会が大阪府下

まず､大阪加

賀浴友会が結成された経緯につい

える｡ 占める地位は大きいと言

て見ていくことにする
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あり小学校の同期でもある 0氏 (矢崎地域出身) 身同業者､若しくは賛助者を以って組織 し､会貞

と串地域出身である M 氏が中心になって､1949 相互の親睦､融和を図り､併せて斯業の興隆 ･改

年 1月 18日に大阪加賀浴友会が結成されたので 善に努めます｣(大阪加賀浴友会 創立 35周年記

ある (大阪府下における小松市矢崎地域 〔10 念)と記されている6)｡

名〕､串地域 〔2名〕､今江地域 〔1名〕出身者の 大阪加賀浴友会の活動は､同郷者の親睦を深め

公衆浴場業者と､矢崎地域出身の大阪府府会議貞 ることは勿論のこと､融資事業 (頼母子講)と火

の 1名を含む総勢 14名)｡ 災の共済を中核としている｡ 月 1回､大阪市北区

初代会長には K氏が選任されている｡ 入手 し にある太融寺で親睦と情報交換の場である定例集

た資料の中で初期の会則を見てみると､会の目的 会が､頼母子講を兼ねて開かれている｡ 会の年中

として ｢本会は大阪府 ･市に居住する加賀地区出 行事として郷土訪問を兼ねた春の懇親総会､1月

図表 2-8 大阪加賀浴友会の関連団体の構成

大阪北友会 ●■-●■----I-●-■

加賀親友会 大

諏訪会 阪

小松銀窓会 加

柴山親友会 賀

向友会 浴

大阪日末会 友

潮津会 会 

加賀浴親会 I-一一■ -一一● -----I

加能親友会

関西石川県高松会

吹田市石川県人会

関西石川県人連合会	 白山会

東大阪石川県人会

関西松任会

大阪穴水会

･親友会 ･

･能登親友会

･大阪ふるさと会	 能

･能親会	 壁

･友愛会	 互

･浴進会	 助 
∠ゝ

･御祖会	 7ミ

･柳和会

･良川会

･黒民会

･-青能親会

･能登部睦会

･朋友会

･親盛会

･協和会 了
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には新年懇親総会が催されている｡	 ある N氏 (加賀浴友会会貞)からの聞き取 りに

会の創立 10周年､5周年7)ごとには､故郷にあ よれ ば組合 加 入率 は 99%で あ る (1997年 時

る随一のホテルで大阪加賀浴友会の創立記念式典 点)｡同組合加盟の浴場業者は 1970年の 2346軒

を開演 している｡ 1998年の 5月 27日に開かれた がピークであったという｡

大阪加賀浴友会の創立 50周年記念式典には石川 また､公衆浴場業界においては､大阪加賀浴友

県知事や大阪府知事､大阪市長､小松市長からの 会と同様に関西石川人連合会に入っている能登出

祝辞 (全て代理によって読まれた)が送られ大阪 身者の同郷会である能登互助会がある (図表 2-

府議会議員や守口市市長､守口市議会議貞､堺市 8)｡能登互助会は 1952年 5月 24日に結成された

市議会議員､北囲銀行頭取､石川銀行頭取から祝 同郷会である｡ 1996年の時点において会員名簿

電が送られている｡ 祝宴の時には石川県知事が によれば､能登互助会の会貞数は 986名である｡

直々に祝辞を述べにきており､出身地域の町内会 大阪加賀浴友会の会員は主に公衆浴場業の経営者

長も招いているのである｡	 で構成されているが､能登互助会では豆腐屋の経

次に､公衆浴場業界における大阪加賀浴友会に 営者と公衆浴場の経営者という 2種の業種が主流

関連する組織を見ていくことにする｡ まず､公衆 で構成されている｡ 大阪府下全体の公衆浴場にお

浴場業者の同業者組合として大阪府公衆浴場業環 いて大阪加賀浴友会の会員の公衆浴場業者が占め

境衛生同業組合がある｡ その同業組合の理事長で 60 1 ､一方､能登互る割合は 1.% (997年の時点)

図表 2-9 大阪加賀浴友会における下位単位の団体

･大阪加賀浴友会 : 1949(昭和 24)年に結成 [1998(平成 10)年 5月 27日の時点で会員数 304名] 

(旧集落)

27)年に結成｢佐美②串町町
(∋大阪北進会 (戟争により自然解散)

1922(大正 11)年に結成 1944(昭和

(参加賀親友会 ②加賀親友会 

19)午

(戦争により解散)

①大阪北友会

1952(昭和

1922(大正 11)年に結成 1944(昭和 19)午 1953(昭和 28)年に結成

(勤矢崎町 ③諏訪会 (終戦後一時中断) (卦諏訪会
 

1937(昭和 12)年に結成 1956(昭和 31)年に再興


④今江町	 ④小松銀窓会
 

1956(昭和 31)年に結成

(9向本所町 (9向友会
 

1965(昭和 40)年に結成


⑥大阪日末会 
SL ⑥ 日末町 1955(昭和 30)年に結成 

■-

む柴山町 (む柴山親友会 
1948(昭和 23)年に結成 

(参潮津幸を

(加

潮津町
市 ⑨片山津町	 ⑨加賀浴親会 

(大阪加賀浴友会 1998『創立 50周年記念誌』から作成) 
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れており､年中行事として､懇親総会も開いてい

る｡ また､北友会 (創立 10､20､30､40)､加賀

親友会 (創立 20､30､40)､小松銀 窓会 (創立 

10､20､30､35､40)､向 友 会 (創 立 10､20､ 

30)において創立記念式典または創立記念総会が

郷土の近 くにある粟津温泉､山代温泉などで開演

されている｡

各下位単位の同郷会における会員の職業構成を

見ていくと､図表 2-10のとお りとなる｡ 下位単

位の会の会貝における職業構成において､加賀浴

友会と同様に公衆浴場業者の割合が圧倒的に占め

る同郷会もある｡ しかし､加賀親友会や柴山親友

会のように､ホテル経営が飲食業など公衆浴場業

以外の職業の従事者1Dも多 く入会している同郷会

もある｡

次に､各下位単位の同郷会の会員における大阪

加賀浴友会の入会者の割合を見てみる｡ 図表 2-ll

のように､公衆浴場業以外の職業従事者が入会し

ている場合もあるが､公衆浴場業者であっても加

賀浴友会に入会していない会員も見られる｡

つまり､事例としてとりあげる大阪加賀浴友会

の会員である都市移住者は､公衆浴場業界へ参入

するのに直接､大阪加賀浴友会に入会したわけで

はない｡血縁 ･姻戚関係､地縁など同郷者とのパ

ーソナルな社会的ネットワークを通して大阪加賀

浴友会を利用することができるようになり､公衆

浴場業界に参入 してきたのである (湯浅 1999)｡

このように､彼らが都市移住をした際に利用した

社会的ネットワークを基盤として加賀浴友会にお

ける下位単位 (旧集落)で構成される同郷会が生

成されたと捉えられる｡

現状では大阪加賀浴友会､その下位単位の同郷

会ともに会員数は減少の傾向にあるが､両者を移

住先 (都市)と出身地域 (農村)とのつながりと

いう視点から､見ると次のことが言える｡

大阪加賀浴友会は､公衆浴場業が斜陽化 してい 

22

る現在においても､公衆浴場経営においては､浴

場施設の立地条件､入浴料金の物価統制令の適用

等､行政による規制があることや､公衆浴場のレ

ジャー施設化などによる同業者間の競争の激化 

(高度経済成長期以降､各家庭に自家風呂が普及

した)などから､圧力団体としての機能 ･役割を

持っている｡ つまり､大阪加賀浴友会は都市同業

者団体という性格を有 しており､下位単位の同郷

会と比べて､出身地域の開発発展よりも､主に都

市移住者の移住先のビジネスに向けられた都市志

向の団体である｡ その同郷会における出身地域と

のつなが りは､郷土で春の懇親総会や創立記念式

典 を行 うなど､親睦中心の表出的 (expressive)

な側面が強いことが指摘できる｡

大阪加賀浴友会に対 して､下位単位の同郷会に

おいては､京阪神都市圏の公衆浴場業-参入する

リクルー トや技術教育､また出身地域の寺社､学

校への寄付などヒト､モノ､カネや情報､文化を

介在として､歴史的に都市と出身地域との手段的

な (instmmental)意見合いの強いつなが りが見ら

れる｡ 

[注] 

1)価値生産部門とは､第 1次､第 2次産業の各部門

と第 3次産業に分類 されている運輸 ･通信業及び

電気 ･ガス ･水道 ･熟供給業を価値生産部門とし

ている (小内 1996)｡ 

2)大阪加賀浴友会は主に､この小松市南部の 6旧集

落に加えて加賀市北部の 3旧集落出身の公衆浴場

業者によって結成されている｡ 

3)大阪加賀浴友会は､主に､小松市南部の向本所地

域､今江地域､矢崎地域､串地域､日末地域､佐

美地域 と､加賀市北部の柴山地域､潮津地域､片

山津地域の合計 9旧集落出身の京阪神都市圏にお

ける公衆浴場業者により結成されている｡ 

4)筆者の聞き取 りによれば､叔父の浴場で 1ケ月程

働いて自己の浴場経営を始めた人や､知人の浴場

で 2､3カ月程働いて自己の浴場の営業を始めてい

る｡ このように､経営資金があれば､比較的短期

間で､自己の公衆浴場経営を始めている｡



5)玉野 (1993)は､町内会長の生活史の聞き取 りに

より､都市自営業者層の台頭について次のような

見解を示している｡ それは､｢生活史を聞き取るか

ぎりでは､彼 らの 『都市自営業者層』としての生

活が安定 し､その 『町内』での地位が確立するの

は､むしろ戦後の高度経済成長である｡大正末期

以降の都市化によっていったん分解 し､再度形成

されてきた 『都市小ブルジョア』は､天皇制ファ

シズムの社会的基盤 となったあと､戦後の民主的

諸改革と経済の高度成長のなかで､改めて土地を

取得 したり､行政の役職や政治家の後援会組織を

つうじて､都市コミュニティにおける零細な自営

業主としての自らの地歩を､ようや く経済的にも

社会的にも固めるにいたったのである｣という見

解である (『近代日本の都市化と町内会の成立』行

入社 : 272)｡ 

6)その目的のために次の事項 をおこなうとしてい

る｡ ｢1.毎月 1回の定例集会を催 し､時事情報を

交換 し業務改善の資料とします｡2.会員の冠婚葬

祭にありては努めて参席 し､又は会を代表 し慶弔
●

の意を表します｡3.業務上の協議､或は紛争に当

たりてはそれが 解決援助に尽 し､共存共栄の実

を挙げます｡4.金融部を設け頼母子講その他の業
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務を行います｣(大阪加賀浴友会 35周年記念)と

記されている｡ 

7)大阪加賀浴友会の創立 20周年 (1968年)の時に

は加賀浴友会館を会員の共同出資で建設すること

が計画されたが､浴場経営が斜陽の時代に入った

ために中止された｡ 

8)大阪府公衆浴場業環境衛生同業組合の理事長の話

によれば､組合に加盟 している公衆浴場業者の 6

割強が石川県出身者であるという｡ その出身地域

は石川県全域に点在 してお り､大阪加賀浴友会に

も能登互助会にも入っていない石川県出身の公衆

浴場業者もいるという (湯浅 1999)｡ 

9)大阪加賀浴友会の創立 50周年式典のプログラムで

は､加賀浴友会の会員であっても下位単位の同郷

会の会長を来賓として名前が連ねられている｡ 

10)大阪加賀浴友会の会員における下位単位の団体 と

能登互助会の会員における下位単位の団体から

各々が関西石川県人連合会に役員を選出 してい

る｡ 

ll)公衆浴場業以外の職業 として､マンションやホテ

ル経営､飲食業などの従事者が多 く見 られる｡ ま

た､そのなかには､公衆浴場業から転業 している

場合もある (湯浅 2000)｡

第 3章 通過儀礼と都市移住者 

- 小松市向本折の事例-

1.向本折 (ムカイモ トオリ) 

1.1 はじめに

現在､石川県小松市の南部に位置する向本折地

域は､主に関西地方 (大阪を中心)へ移住する他

出者を排出している地域である｡ 都市へ移住 した

多 くの者が就いたのは浴場業であった｡その後向

本所出身で浴場業に携わる者を中心に ｢向友会｣

という､同郷会を組織 している｡ 会のメンバー

は､毎年必ず出身地域である向本所の秋祭 りに郷

土訪問をしている｡ また移住者で､初老を迎える

人は､在住の初老を迎える言わば同級生 と共同

星 真理子 ･吉原 千賀 

で､氏神である向本折白山神社へ記念品を奉納す

る習慣がある｡ 本稿では､都市移住者が移住後ど

のような職業に就いていったのか､郷土に在住す

る者と移住者との関係つまり結びつきや､移住 し

て行った地域での同郷者同士のつきあいはどう

か､つきあいがある場合どのような関係を保って

きているのか､都市移住者にとって郷土向本折が

どのような存在であるのかを神社への奉納品や同

郷会の行事を通 してとらえてみたい｡ 
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1.2 向本折の歴史

かつて本折城が旧小松町の南部にあ り ｢本所｣

と呼ばれ､当該地域がそれに相対 して位置 してい

ることから ｢向本所｣と呼ばれた｡また向本所

は､中世から白山比嘩神社に海老を献上していた

ことなどから中世村落とされている｡東西 26町､

南北 15町の平坦な地で､東南は大領中町 ･須天

町 ･今江町に続き､西南は今江潟に面し､西北は

浮柳町､北は梯川が流れる｡ 本村は ｢地家｣､枝

村は ｢東｣｢出村｣｢浜｣があり､海老町三昧もあ

る｡ かつて今江潟一帯は､白山連峰のふもとの水

郷地帯であった｡また梯川の増水により潟沿岸は

たびたび冠水の被害を受けた｡そのため農地造成

と周辺耕地の水害対策と排水の改良のため 1967 

(昭和 42)年 [1969 (昭和 44)年干拓基本工事完

了]に加賀三湖干拓事業が行われ､197haの広

大な農地へと変貌した｡現在の向本折は､市街地

の南部に接 しており､東端を東西に JR北陸本線

と国道 8号線が貫いている｡ 藩政期からの歴史は

図表 3-1を参照のこと｡

①江戸期から 1889 (明治 22)年の向本所村

向本所村は､江戸期から 1889 (明治 22)年の

村名で､加賀国能美郡にあり加賀藩領であった｡

図表 3-1 向本折の歴史 

1821(文政 4)午 苗代組

1839(天保 10)午 粟津組

1872(明治 5 )年 1月 第 23区 3番組

1876(明治 9)年11月 第 12大区小 8区

1878(明治 11)年12月17日 向本折村に自治行政機関で

ある戸町役場が置かれ､十

力村 (三谷､蓮台寺､本江､

南浅井､北浅井､清六､不

動島､大領､大領中､向本

所)の行政の中心となる｡

1889(明治 22)年 4月 1日 本折村字向本折

1907(明治 40)年 8月 5日 苗代村字向本折

1940(昭和 15)年12月 1日 小松市向本所町

参考 :川良雄編, 1956(昭和 31)午, F小松市史』2沿

革編 (下): 296 
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藩政時代は粟津郷に属 して､若杉の十村の支配下

にあった｡161 ( 0 ,37 寛文 1)年の草高 は 103石

で､184 ( )年には 106石 とな り､本年3 天保 5 ,5

貢､付加税共で 494石を納めている｡ また人夫に

出るかわりに春秋夫銀､鮭の漁獲や渡 り鳥の捕獲

にかかる税､地子銀 (-地租)､船の税を納め､

十村へ納める鍬手米､村方雑 (ムラマンゾウ-区

費) 1) (橋本 1995: 125-30)などの税 も負担 し

ていた｡その他今江潟､木場潟､安宅水戸口まで

の漁業の権利を今江村と下牧村が独占していた｡
むかい もとおりはくさん じん

当該地域の人々の宗教生活は､ 向 本所白山神
しゃ
社と誓願寺､燈明寺によっている｡ 向本所白山神

社､通称 しらやまさん (別名 ;蛇の宮)の祭神

は､伊邪那岐命､伊邪那美命､菊理媛命､倉稲魂

命､大国主命､大宮姫命で旧社格は郷社である｡

聖武天皇の御代 (730年代)の創立と伝えられ､

白山海老の宮と称し､治水の神として知られ､前

田利常を始め歴代の加賀藩主が崇敬 した神社であ

る｡ 1867 (明治初)年には村社に列格され､1879 

(明治 12)年社号を白山社から向本折白山神社と

改め､1911 (同 44)年 8月船津稲荷神社 を合祀

した｡境内には厳之御魂社 ･金刀比羅神社､少名

彦神社､護国神社､松尾大社を勧請している｡ ま

た昭和 14年社殿を改築している｡ (氏子数は､420

戸ないし430戸で､氏子総代は向本所地域の三町

内より 2人ずつ推薦され 6人が出て､その内より 

1人を選出する｡ 任期は 2年から3年である (1998

年 9月現在)｡

寺院は､曹洞宗の誓願寺と真宗大谷派の燈明寺

がある｡ 誓願寺に隣接 して約 1万坪の海老町三昧

がある｡ 前田利常が小松在城当時の永原左京 (五

千石)等の屋敷跡が出村となり､その後共同墓地

とされ今日では市営共同墓地となっている｡ 因み

に 1969(昭和 44)年には市営斎場が完成している｡

向本所小学校 は､1873 (明治 6)年 10月､男

子 65名女子 4名を以て設立 され､1892 (同 25) 
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年 4月本所尋常小学校 となり､1901(同 34)年 5

月現在地 -移築され 1907 (同 40)年向本所尋常

小学校 となった｡1905 (明治 38)年農業補習学

校が併設された｡ 

1899(明治 32)年 2月､小松広済舎が本覚寺

等六力寺の住職等により､免囚保護を主として八

日市町地方に建設 した｡現在は社会福祉法人とな

っている｡

特筆すべ き災害は､安宅水戸口閉塞による水害

が頻発 したことと､火災により 1915(大正 4)年 73

戸､1925(同 14)年 35戸が焼失 したことである｡ 

1877(明治 10)年当時の村勢で､地 目別面積

を見てみると､農地 (田 ;飛び地合)は､合計約 

150町歩でその内の 6割強が田畠として利用され

ている｡ その他原野 28% (42町 4反 8畝)､宅地 

8% (11町 4反 4畝)､林 1% (1町 8反 7畝)で

あった｡家数は 25 ,3 男 72人､7戸､人口 154 ( 7

女 782人)人である｡また主要農作物 としては米

･稀米 650石､麦 54石を収穫 している｡ 豆類 23

石､その他粟そば酒 (90石)､菜種､実綿､繭､

桑葉､生糸を収穫 している｡ 海産物は､主に館､

鮒､砂魚等である｡

こうした状況から向本所は､淡水漁獲物や野菜

を旧小松へ供給する地として大きな役割を果たし

ていた｡1975 (明治 10)年当時､約 9割が農業

ないし漁業を生業としていた｡

②向 本 所	 (1880 (明 治 22)年～1 940(昭 和 15)

年 )から向本所町 (昭和 15年以降現在)

向本折は 1940 (昭和 15)年 12月 1日､現在の

小松市制が施行されたため､行政的には小松市向

本所町となった｡その一部が 1967 (昭和 42)午

小松市八幡町､1975 (同 50)年小松市須天町 1､ 

2丁 目となった｡尚一部が通称羽衣町 と呼ばれ

る｡ 1973 (昭和 48)年地先公有水面埋め立て地

の一部 を編入 し､1979 (同 54)年国有地の地先

廃川敦が埋め立てられ約 336,00m2が造成 され0

た｡1948 (昭和 23)年 1月､向本所巡査駐在所

が設置され､向本折町公民館は､1952 (昭和 27)

年 1月設立されている｡ 

1.3 人口と世帯 

1875 (明治 10)年当時の向本折の戸数は 257

戸､人口 1,3 99( 2 154人｡18 明治 2)年の戸数は 34

戸､人 口 1,5｡ 12 大正 9 172 90 ( )年 の戸 数 は 30

戸､人口 1,362であり､世帯数､人口とも増加 し

ているが､1戸当 りの平均家族員数は約 6.0人か

図表 3-2 人口 ･世帯数の推移

向本所 人口 (人) 1970年を100とした指数 世帯数 (戸) 1970年を100とし

午 1970 1980 1989 1970 1989 1970 1980 19 た指数

第一町内 (東村) 797 688 572 86.3 71.8 89 1970 1989

第二町内 (地家) 341 341 373 10 189 177 157 93.7 83.1

第三町内 (出村) 1020 779 775 0..0764 109..4760 69202 85191 99614 123.2 139.1

計 ( %) 2158
(51.4) 

1808
(44.8) 

1720
(44.3) 

460
(45.7) 44553( .4) 447 

94.6 96ー0

向本所校下 4200(100.0) 
4039(100.0) 

3884
(100

96.2 92.5 100
7 997 

(43.5)
1027 99.0 102.0 
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ら5. .6人へ､更に 53人と減少 している｡

現在の向本所校下2)は須天町､大領中町 (一丁

目～四丁 目)､向本折町 (第一町内 ;東村､第二

町内 ;地家､第三町内 ;出村)および松寿圃特老

と養老を含む (1980 (昭和 55)年以降)地域か

らなる｡ ここでは向本所地域を中心に人口と世帯

数の推移をみる｡ 

199 ( )年 向本所 校 下 の人 口 は 3848 平成 1 ,8

人､世帯数は 1,2､向本折は 12 407 70人､47世帯

である｡ 校下一世帯あたりの平均家族貞数は 38.

人 ( . .第一町内 36人､第二町内 38人､第三町内 

3. 参考までに 同年)小松市の平9人)である｡ (

均家族貞数は 3. 校下の世帯数は 187人である｡ 90 

(昭和 55)年に一時減少 し､1989 (平成 1)年に

は 30世帯増加 している｡ 1970 (昭和 45)年から 

1989 (平成 1)年までの 19年間では 20世帯増え

ている｡ これとは逆に校下の人口は 316人減って

いる｡ 因みに 1970 (昭和 45)年の校下の人口は 

4,0 次に各町内の世帯数をみると､20人である｡

第一町内 (東村)と第三町内 (出村)は､200世

帯前後でほぼ同規模であるが､第二町内 (地家)

の世帯数はその三分の一以下 と少ない｡第一町

内､第三町内の人口 ･世帯数が､共に減少 し続け

ているのに対 して､第二町内の世帯数は､1970 

(昭和 45)年から 1989 (昭和 64)年の間に 27世

帯 32人程増加 している｡ 

1970 (昭和 45)年から 1989 (昭和 64)年の､

校下に対する向本所町の世帯数の占める割合は 2

%減少 している｡ また同校下の全人口に対する向

本折 町の人 口は､1970 (昭和 45)年 か ら 1980 

(昭和 5)年に 665 .% 減ったが以後は漸減 し､結

局 19年間に 7%減 じた｡以上より向本所町全体

の世帯数と人口は､総 じて減少傾向にあるが､人

口の減少に比べて世帯数の変化は小 さいといえ

る｡ 

1.4 産業の動向

旧今江潟では､漁業に従事する者 も多かった 

(前述)が現在では干拓され､水田化 し米作が行な

われている｡ また住宅や工場の急増により畑地は

減 りつつあるが撚糸工場や織物工場は今 も多い｡

かつて小松は､加賀絹発祥の地と言われ､慶長

年間には前田利常が小松を機業地として勧業推励

していた｡以後､明治初期の足踏み手織 りか ら 

1883 (明治 16)年にはバ ッタン機 を導入｡1902 

(同 35)年ジャガー ド機による紋織物が初めて製

織された｡こうして産地新興の柱 となった同業組

合は､1903 (明治 36)年県知事認可による石川

県能美郡絹織物同業組合 として創設 され､1949 

(昭和 24)年小松織物工業協同組合に組織変更さ

れた｡1955 (昭和 30)年代 には､合繊糸の開発

により絹和装織物と合繊洋装地のジャガー ド産地

を形成 している｡ このような歴史的背景のもと､

当該地域の地場産業である機業は､1940 (昭和 

15)年初期工場 として 18箇所に機業場 と撚糸工

場が設立され､182人が機業労働に従事 していた

とされる｡ 内訳は､機業場が 14箇所 にあ り 150

人が職工 として働 き､撚糸工場 4箇所では 32人

が職工として働いていた｡ 

1996 (平成 7)年度の国勢調査で､向本所地域

の産業分類別就業者数をみると就業者総数は 945

人で､製造業 277人 (29%)､サービス業 187人 

(20%)､農業 160人 (17%)､卸売 ･小売業飲食

店 142人 (15%)､建設業 85人 (9%)などで第 

2次､第 3次産業就業者が 8割近 くを占めてい

る｡ ただし林業､漁業､鉱業の就業者はない｡ 

1.5 向本折の農業 (1995年)

向本所の農業のあ りようを 『農林水産省 1995

年農業センサス』の農業集落調査によってみてみ

よう｡ この調査では､地家､出村､東村 と表示さ

れている｡
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図表 3-3 農家戸数と人口の推移

向本所 総戸数 (戸) 総農家 (戸) 非農家 (戸) 農家率 (%) 農家人

午 ･97｣1 980 0 1990 197 1980 0 1990 1970 198 1990 0 197 1980 0 1 口 (人)

第一町内 (東村) 197 180 157 28 29 24 169 990 197 1980 1990 

第二町内 (地家) 62 44 95 30 151 133 14.2 16.1 15.3 148 138

第三町内 (出村) 113 212 197 69 2572 2277 3244 19140 68150 48..4610 56..8340 228..439 184353 15593 150

計 372 436 449 127 126 98 245 310 351 34.1 28.9 21.8 4 257

資料 : 1995 

.農林水産省農業センサス三地域全体の専業農家戸数は､ 

(東村 6戸､地家 o戸､出村 13 1970年の 19戸 

には倍増 (東村 4戸､地家 14 戸)か ら 1980年

たが､1990年には全体で 30戸戸､出村 18戸)し

年まで総農家戸数に変 に減少 した｡1980

年には 98戸 とこ 動は見られないが､1990

少 した (図表 3-3)の 20年間に約 23% の農家が減

1種兼業は東 ｡1 970年の専兼別を見ると第 

る｡ 村の五割､地家の 7割を占めてい三地域全 体 で第 

戸､地家 8戸､出村 4 2種 兼業 は 45% (東村 82戸)

図表 3-3に示すよう を占める (図表 3-4)｡

に､三地域全体で総戸数が増える一方で農家人口は減少 している｡ 197 

年の農家人口は 685人で､20年後にはその 770

%の 53人と減少した｡また農家0 1戸当たりの世.3 8帯員数は 7

年の 5.9人から9 .4人に増加している｡ 3 0年には 54

農家率 (農業集落で農家の占める割合)は､1 

年には 3.% であったが､18 89 99741 90年は 2.%､1 0

18 90年には 2.%へと低下の一途を辿ってい

年には 8割が非農家によって占められておる｡ 1990

住化が著しい｡90年､19 り､混18 90

の順は出村､東村年についての総戸数の多い地域

､地家である｡ 著しい総農家戸数の減少をみた出村

けて非農家が 9 は､1970年から 1980年にか

6戸増加 している｡ 東村､地家の農家戸数の減少は 5戸未

満であった｡地家 ･出村の総戸数は増加傾向にあるが､東村は 1970年と 

0

685 651 533

18 90年には 51戸増加 していのみる9｡0年に減少 し､19

の減少東村 ･出村の総戸数はそれぞれ 23戸､15戸

農家人口の動向について である｡ 1970年を 10 

と､18 50 9 0とする90年には 9.､1

傾向が明らかである｡ こ 90年には 7.78と減少の

年からの 20年間の農家れを年齢別でみると､1970

までの中年層が 36 人口は､30歳から59歳

専従者の年齢別 (%図程度占めている｡ また農業

ら59歳までの層が中心で､ 表 3-)1をみても､9 35 90年 0歳か

占めている｡ つまり農家は年齢階 で も64% を

ず中年 ･壮年層によって支えられ層でいえば､ま

6歳から2､次いで 60歳以上の老年層､そして 1 9歳の

労働力保有状態別農

と､男子専従者がいる農家家数 を図表 3-4でみる

担っているといえる｡ 若年層が

48.1% か ら 1990年 の割合が 1980年の 

19 には 36290年､出村は .% に減 じている｡ 

歳未満の男子専従跡継 ぎがなくなっているが､65

満の男子専従者がい者がいる農家が 3割､60歳未

る農家が 3割弱あり､高齢者による農業が進行 している｡ 因みに 1970年

1990年迄の農家人口に占める 60歳以上人口の実から 

1990年を比較 して 40戸減少 している｡ 地家
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図表 3-4 (向本折 :東村､地家､出村)農家構成の推移 実数 ( %) 

専兼別

経営耕地規模別 

専業Ⅰ 兼 

Ⅱ 兼 

0..5hhaa未満 

0.5ha-1.Oha 

IO J-2.Oh 
aa2.Oha-3.Oh 

3.Ohaへ5 .Oha 

合計 (%) 

1970 (S45)合計 

19 ((15..0))50 393 
58 (45.6) 

127 (99.9) 

33((26 

.0)3 

9 30.7) 
49 ((38..6))6 47 
-

1980 (S55)合計 

336 ((28..6)8 301 
)52 ( 

41.3)12 

6 ((100..0))

35 (27.8) 

22 175 
30 ((23..8))23 182 
16 (12.7) 

1990 (H2)

合計30 (30.6) 
27 (27.6) 

41(41.8)

98 ((100..0))

ll(12.2)* 

15 166* 
226 ((229..0)*5 78 

)*13 (14.4 

就業状態別世帯員数

農業労働力保有状態別農家数

合計 (%)農業だけ従事事

農業が主 

その他の仕 が主 

その他の仕事だけ従事 

仕事に従事 しなかつた 

合計 (%) 

男子専従者 

跡継 ぎ男子農業専従者がいる 

65歳未満男子農

業専従者がいる60歳 ,, ,I 

女子のみ専従者 

合計 (%) 

11227 (((99...9)))8880 537 
14 ( 2.7) 

360 
9 ( 

1.7)3 

0 (( 5..8))521 1000 

ll(64.7) 
5 (29. 

4) 
//

1(( 5..9))17 1000 

126 ((loo..00))
240 (48.2)2 
0 4 

127 (25.5) 
46 ( 9.2) 

65 (13.0) 

498 (99.9) 

78 (48.1) 

14 ( 8.6) 
/ 
61(37.7) 

9 (( 5..6))162 1000 

)))*90 ((100..0
180 (44.2)

6 15

85 (20.9)

44(10.8)

92 (22.6)

407 (100.0)

55

(36.2)

5 ( 3.3) 
49 (32.2) 
40 (26.3)

3 (( 2.0)152 10 

年齢午1970年 合1980年 計) 実数 ( 1 

16-29歳 2(1 990年 
30-59歳 3.3)13(87 12(6.8) 4(8.7

60歳～ ..0)o ( 00 ) Ilワ( (67..2))46260 89((64.0463 

合計 (人数) 15 177 3.01 

資料 : 1995年 農林水産省農業

注 : 1990年の*印付 きの数値はセンサス 農業集落カー ド

図表 3-5 農業専従者年齢別 (三地域､販売農家中に占める割合であるる ｡てい ｡

%)

) 
) 

)

資料 : 1995年 農林水産省農業センサ 39

り算出)は､17 ス 農業集落カー ド 90年

21.5%､東村 1 には地家は 33.1%､出村は 

に 60歳以 7.5% を占めており地家､出村は共

層が厚かっ上人口よりも 15歳以下人口の方が多く

村は､ た｡しかし 1990年になると出村と東

28 60歳以上人口が 15歳以下の人口を上回っ 

0.)0

地家では 15歳以下の人口が 60歳以上人

口を超えている｡ 以上より向本所地域の農家は､ 

3ら0歳から59歳までの中 ･荘年齢層によって支え

れていること0 ｡ 全体的に農家の人口が減少する中で､ 6

歳以上の高齢者が農業に関与する割合が増加してきて

歳以下の農家人口のいること｡ 地家以外の地域では 15

次に 1970年から 1層が厚いことが指摘できる｡

化 を図表 3-4でみてみよう0年間の経営規模別農家の変



未満の小規模農家が 24戸､ 35% を占め､ lha未

満の農家は 50戸､ 7割を占める｡ 2Oh .. aから 30 

haの層は 47 a以上の農家はゼロであっ.% で 3h

た｡しか し､ 190年には 2Oh . a層が 8 . aか ら 3Oh

4.% から 1.%へと急増 し､加えて 3Oh7 82 . a以上

層 が 16戸 1.%)新 た に生 じ､ 19(27 90年 で も 

144 以上より耕地の集中化と.% を維持 している｡

経営規模の大規模化が伺える｡ 一方この 20年間

に 0. a未満の小規模層及び 05h . a5h . aか ら 1Oh

規模の農家が､ 13% から 14%減少 しており離農

への動きが予測される｡ (担当 星) 

2 ｢初老記念｣の儀式にみる向本折との関係 

2.1 在住者､都市移住者にとっての ｢初老｣の意味

一般的に､通過儀礼の中で ｢初老｣は､かつて

の民俗社会で 40歳をひとつの区切 りとし､文字

通 り､この歳をもって老人の域に入るとみなす考

え方を反映している｡ しかしながら一方では社会

や地域で重要な役職に就 くのもこの頃からであ

る｡ 男性の厄年とされている 42歳を節目として

厄払いの宴会を行うところがあるが､これはいわ

ゆる本人の振る舞いであるため､本人の資力が問

われることになる｡ これに対 して､幼年期､少年

期､青年期の祝いでは､村や親が経済的な負担を

してくれる｡ つまり､初老になると個人の甲斐性

が問われ､その意味でも初老になるということは

人々にとって重要な意味を持っていたのである 

(倉石ほか編 20(氾)｡

本報告の対象である向本折地域でも､一連の行

事においては､小学校 5年生～中学校 3年生､ 25

歳､ 41歳､ 60歳という年齢集団に分けられ､ま

た男性､女性という性別によっても分けられる｡

この年齢集団は､すべて男性についてのものであ

り､小学校 1､2年頃まで向本折に在住 してい

る､つまりは同じ小学校の同窓生の集団でもあ

る｡ 男性はその一生のうち､ 25歳､ 41歳､ GO歳
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という厄にかかわる歳になると､同じ年齢集団の

者と共に向本折白山神社に奉納する｡｢25歳は親

が息子 にしてやるもの｣､｢41歳は自らするも

の｣､｢60歳は子供らがするもの｣と言われるよ

うにそこには単なる厄という意味以外の側面も見

られる｡とりわけ､ 41歳は大厄 と言われ､なお

かつ ｢自らするもの｣と言われるように 3つの節

目の中でも中心的なものと考えられているようで

ある｡ この 41歳の節目を ｢初老｣と呼び､小松

市一帯では男性は幼い頃から､この 41歳の ｢初

老｣の歳にきちんと ｢自らする｣ことができるよ

う､しっかりと働き､蓄えることを教えられる｡

｢初老｣の歳に共に奉納を行う初老会への参加

の条件は小学校 1､2年生頃までこの向本所に在

住していること､すなわち出身がこの向本折であ

ること､養子の場合は向本所に在住 していること

とされる｡ 初老会は会長役が 1人であり､会長は

当村で生まれ､育ち､生活していることが条件で

ある｡ また､初老会には 2種類の成貞がお り､ 1

つは ○○会会貞 (1998年ならば ｢燦燦会｣であ

るなど､毎年その会の名称は決められるようであ

る)であり､他は寄付のみの会員である｡ 資金準

備については､初老をむかえる 4､5年前から行

うようであるが､だいたい 1人 50万円以上貯蓄

しなければならない｡そのため､日々しっかりと

働き､蓄えておく必要がある｡ そして､この満 41

歳の ｢初老｣という節目にきちんと神社に奉納で

きて初めて一人前とみなされるのである｡

このように､在住者にとって ｢初老記念｣の一

連の儀式に参加することは､｢初老｣の節目にき

ちんと自ら行い､一人前と認めてもらうという意

味合いが大きいが､都市に移住 している向本所出

身者にとってはそれ以外にも重要な意味があり､

大きな節目となると考えられる｡

それは､まず第 1に ｢初老｣の歳にこの行事に

参加するか否かが､その後､向本所と関わりをも 

29 
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っていくのか否かの節目となると思われるからで

ある｡ つまり､都市移住者にとって､現在は向本

所を離れていながらもこの行事に参加すること

は､｢これからも向本所とのつなが りをもってい

く｣という一つの意思表示だと考えるのである｡

そして第 2に､在住者にとってももちろんだが

都市移住者にとっては特にこの ｢初老｣という節

目にきちんと神社に奉納できることが､すなわち

｢故郷に錦を飾る｣という気持ちにつなが り､移

住先で日々働いていく原動力になっているとも考

えられる｡

すなわち､｢初老記念｣の一連の儀式に参加す

ることは､在住者にとっては ｢一人前として認め

られること｣､都市移住者にとってはさらに ｢故

郷に錦を飾ること｣､｢これからも向本所とのつな

がりをもっていくという意思表示｣という異なる

意味合いを持つと考えられる｡ そこで､神社を中

心的な場として行われる ｢初老｣に関する一連の

儀式に注目し､氏子総代､初老会会長-の聞きと

りを交えながら､そこに奉納されている様々な奉

納品を分析することを通じて､都市移住者にとっ

て ｢初老記念｣行事が持つ意味を具体的に探って

いくことにしよう｡ 

2.2 秋祭りと ｢初老｣の儀式

向本所白山神社の祭 りは 4月 15日の春祭 り､9

月 8日護国神社の祭､1 日稲荷神社のお祭､10

祭がある｡ 江戸時代末期に0月 16日お神明さんのお

(大正 4)年にも大火があ 火災にあい､更に 1915 

5月 30日に鎮火祭が ったため､9月 26日と 

る｡ これは境内に建て毎年行われていたこともあ

かがえる (図表 3-7)られた鎮火記念碑からもう

祭 りではお御輿町内の｡祭 りの行事 としては､春

太鼓打ちなどがあり､お練 り､大獅子まわし､大

内中｣､初老祝いの大 秋祭 りでは子供獅子舞 ｢市

わし､大太鼓打ち､悪鏡餅の奉納行事､大獅子ま

た､春祭 りの時に使 魔払い行事などがある｡ ま

連､青島へ渡 り成功 し用されるお御輿は戟前に大

うことである｡ これらた人が奉納 したものだとい

数々の祭 りのうち､本向本折目山神社で行われる

稿では ｢初老の儀式｣に関係する秋祭 りに焦点を絞ってもう少し詳し

いくことにする｡ くみて向本所では､先にも

神社を中心に町内をあ触れたように､毎年 9月に

祭 りは､第 1日目に ｢げて秋祭 りが行われる｡ 秋

｢奉納道中｣､第 3日目大鏡餅つき｣､第 2日目は

魔払いの は ｢振舞い酒｣並びに ｢悪

｢ 儀式｣と3日間にわたる｡初老｣の儀式 とし

餅つき｣が行われる｡ てはまず第 1日目に ｢大鏡

子総代 とその他の初 これは初老会会長の家に氏

り､夜を徹 して一緒に老会のメンバー全員が集 ま

写真 3 写 餅をつき､下から5斗 5升

30 -1 向本折白山神社 月 15日の秋祭 り､9月 18
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図表 3-6 ｢初老記念｣奉納品の奉納状況一覧

午 会名 人数 奉納品の

1942(昭和 17) - * 種類郷社向

1943(昭和 18) - 本折白山神社 

1959(昭和 3 * 屋根つきの建物 
41960(昭和 35)) -- 16* 馬の像 

1961(昭和 36) - * 

1962(昭和 37) - ** * 

1963(昭和 38) 亥会 * * 

1964(昭和 39 ｢和平｣の像 

1965(昭和 40)) 子年会- ■22 記念植樹燈

1966(昭和 41) - 篭 

1967(昭和 42) - 10* 狛犬 

1968(昭和 43) * 灯篭 

1969(昭和 44) - * * 
1970 21 神武天皇凱旋記念の像 

((昭昭和和 4451971 6)) -昭六会 20■ 鳥居灯篭 

1199772(昭和 473 ) 七和会 26 灯篭 

((昭昭和和 4481974 9)) 昭和和会会向 2017 灯灯篭篭

1975(昭和 50) 互寿会 20

1976(昭和 51 向本所白山神社略由来 
1977(昭和 52)) 五五壱会会二 2016 悪魔払いの像狛犬 

1978(昭和 53) 五参会 10

1979(昭和 54) 五四 神輿倉 

1980(昭和 55 会) 昭 22 灯篭 

1981(昭和 56 和辰巳会) 24 倉 

1982(昭和 57 白峰会 20 手水鉢 
1983(昭 ) 五七会 * 鳥居 

和和 5581984(昭 9)) 誠友友会会峰 1193 灯灯篭篭

1985(昭和 60) 禄寿会 .参道 

1986(昭和 12 少彦神社社殿 

6611987(昭和 2)) 昭和成亥会琴湖会 ■26 御神輿玉垣 
1988(昭和 63) 昭和禄賛会 12

1989(平成元) 平成会 灯篭 

1990(平成 2) 九寿 9 灯篭 

1991(平成 3) 会 ll 灯篭 

1992(平成 4) 平平成成卯辰会 9 灯篭 

1993(平成 5) 辰巳会会平成巳午 158 灯篭 .倭 

1994(平成 6) ふくみ会 19 灯篭 

1995(平成 玉垣 
7))1996(平成 8 平成未申会平八 15 玉垣 

1997(平成 9) 会平 13 玉垣 
1998(平成 10 成酉戊会燦燦会) 1107 玉垣参道門柱工事 .玉垣

註) 1.境内に奉納されていた奉納品の記載事

.表中の書とに作成｡ 項をも2 は今
たものを 回の調査では明らかにできなかっ

3 示す｡.表中の-は会の名前が記されてい

示す｡ ないものを

石 5斗の三重ねの大鏡がそれぞれ 5升落ちで計 1

る｡ この餅はいったん､餅を作るという行事であ

れ､続 く秋祭り第 2日目彼らの手で氏神に供えら

3つに分かれて担ぎ､そ には初老会のメンバーが 

に大太鼓にはやされながれぞれの家を道中賑やか

この際､出発地点となるら一軒一軒廻っていく｡

り､他のメンバーの家をのは初老会会長の家であ

ごろ廻るのかも事前に決めどのようなルー トで何時

に､そ られている｡ このよう

りながの年に初老をむかえる者の家を一軒一軒廻

会長 ら白山神社に向かい､紋付き袴で正装した

が第を先頭に白餅､青餅､赤餅の順に奉納するの 

中｣2日目の ｢奉納道中｣である｡ この ｢奉納道

餅をの際に､その年の初老会のメンバーの妻達は

てき担ぐ行列と共に移動しながら､沿道に集まっ

軒に切 り分け､配た人々に酒を振舞い､翌日には餅を氏子 420

って歩く｡祭 り第 3日目は午後から各町の獅子

礼参 りをして､夕方より神前で大獅 がお宮にお

｢振舞い酒｣が行われる｡ そして秋祭 り子が舞い､

た宵､暗 くなってから最後の ｢悪魔払いが終わっ

が行われるのである｡ これは､今日では の儀式｣

うことによって五穀豊穣を祈願し､特 悪魔を破

謝を表す神事となり､小松市の無形文に安産の感

されている｡ 化財に指定

このように､向本所の秋祭 りでは毎年､その

に ｢初老｣をむかえた者達が中心 となって ｢初年

老｣

の白い餅､青､赤い餅



くJ
Jt

向 本 所 小 学 校 帥

燦M48g

神 燦会向本所町内

殿 平成 10 会

初M33g

相

撲

場

~ー~~~ ~l~ ~~~-l~~~ー~~ 
l I 

老記念平平成成西成会9年9月 国

所 

(ろうか)

白 山 神 社 

M32g

初老記念平
八会平成8年9月

昭日会念9

五二会年平成9

大月

和4

9 

月昭
9年大正10


34g
老記嶺初56年和 

御拝⑨ ⑲ ⑪ ー ⑬ 還暦記念_ 

岸昭治家族一同奉納 大阪市 l________

還暦記念昭和442年田伊三郎阪高市

初9月8年五七

0年8③ ② ① ⑧ ⑩ ⑱ ⑰ 

和4昭和52年9月月

初老記念

氏
九寿会年9月平成 2

M49g
御神輿

老記
年9月峰友会念

7ゝ言

∠

7年 

58六g
会6年9月 
M昭
昭

昭和成友会衣 昭和5 9年9月和 5 0
昭和 61年9月 

Hi9i
初老記念

初 M 28g

老 記 念平 成 辰巳会

平成4年9月

○
五参会
昭和53年9月 

初老記念月 
M42

○ 塔 峰哀 套
昭和 g

年9

昭和59年 
⊂ 月

コ

10年ここ:平成 
昭和4 会 

M39g 参道 ○ M 37g初老記念
初 奉納

平

成会平成元年 9

和4
 
昭和 57年会9月 昭和58年 M 平成7未申会月年9

8gM3○初老記念

昭和老記念 34年9
月 

初M56g
月 

平成老記念誠友会



禄
3

年

5
7言

氏

家

堀 

iElgjE

｢白山神社｣ ｢郷社向本所白山神社｣ 棉
昭和 9年 東京市 昭和 17年9月

守 (向本所'
aM5 %

駆
滞

･
殖
品

･
脚

･
雄
編

･
苓
潮 
‥
襲
却 
-
恥
葺
寒
菊 

･すⅠ

柿

小松 ･山中線 

図表 3-7 向本折白山神社境内図

t
顛
fF
萌
甫
軸



同志社社会学研究 NO.5,2001

がある (図図表 3表 3-8 向本折白山神社位置図

勢参りに徒歩 -7)｡昔はまだ汽車がなく､お伊

の弱い人々がで往復 1ケ月も要していたため､体

のために伊勢参拝できなかった｡そのような人々

境内の中に建神宮の分社として向本所白山神社の

には 1981(昭てられたものがこの神明社で､そこ

和 56水鉢が奉納されてい )年の初老記念 として石の手

少彦神社の社殿も 19る (図表 3-7M 34g)｡ また､

によって新築奉納さ85(昭和 60)年の初老の人々

さらに数々 れている (図表 3-7M 46g)｡

れた年を合わの奉納品が奉納された場所と奉納さ

本殿につづ くせて見ていくと､神社の入り口から

回記録され､中央の参道沿いに奉納されていて今

の 16が 1975年年代が判明しているもの ま 17のうち

入ってからのものでのものであ り､1990年代 に

入ってからは はない｡むしろ､1990年代に

少し､かわっ､鳥居や狛犬は姿を消し､燈篭も減て神社境内一番外側の玉

の中心となっている｡ 垣が奉納品つまり､ややお

までは神社境内中央おまかにいうならば､1975年

34 の参道沿いを中心に奉納品が 

へと配置のされ方75-1989年にはややその周辺

らはさらにそ が移 り､1990年代になってか

みてとれる｡ の周辺へと移っているという変化がまた

年以前におい ､奉納品の種類についても 1990

比較的種類がては､鳥居､狛犬､燈篭､その他､

に対 し､90 豊富でかつ､大規模なものが多いの

消し､かわっ年になってからは鳥居や狛犬は姿を

てそれまでなかった玉垣が中心となっている｡そしてこ

(昭和 62 の玉垣の奉納のされ方も､18)年に奉納さ 97 

年までの間､前年の奉納をれた後､1994年から 1998

っている｡ 引き継ぐような形になこれは毎年

重ねるごとに､奉納が繰 り返されるために､年を

行うことがで神社境内の中心部に大規模な奉納を

類や奉納場所きなくなり､その結果､奉納品の種

におこったの､奉納のされ方が変化してきたため

明した結果だだとも考えられる｡今回の調査で判

当てた ｢初老けでは断定できないが､今回焦点を

記念｣に関わる奉納品だけでも様々な形で境内に所狭しと奉納され

べきであろう. 初 ｡ ている点は注目す24 ｢

老記念｣行事への参加と都市移住者次に ｢初老

記念｣奉納者の中に含まれる都市移住者についてみて

中心に 9年分 みよう｡ 今回は､1970年代を

まとめた も の確認作業を行ったが､その結果を

と､｢初老記のが図表 3-9である｡ これによる

の移住先は､念｣奉納に参加 している都市移住者

京が 10人と 大阪が 19人と一番多 く､続いて東

いる中では 1なっており､今回の調査で判明して695

移住した人が 年と 1998年を除き､毎年大阪-

また､地域 ｢初老記念｣奉納に参加している｡

42人のうち 的に捉えなおしてみると､全移住者 

り､この 9年､近畿地方への移住者が 25人とな

まれる都市移住分の ｢初老記念｣奉納者のうちに含

配置され､続 く19 
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図表 3-9 ｢初老記念｣奉納者に含まれる都市移住者数とその移住先

午 奉納者総数 都市移住者数(内数) 大 阪 兵庫 .･ 京都奈良 移東 京 住神奈川･千葉 先愛 知

119965●72 
1973 

1974 

111119999997756●●●88804 

222●6 
20 

17 

22200●●●41137 

2●5 
6 

8 

4455●●●3 

0●2 
4 

5 

223●●●10 

00●
0 

2〔尼崎

1111〔〔〔〔京京都都0●■奈良●神戸 

〕 

〕〕〕〕

22● 
2 

1 

000●●2●1 

0●0
0 
0 

11〔〔横浜00●●0●千葉〕〕

0●

00

000002〔名古屋●●● 

石川県内

00●0 

000〕 

その他

0●1〔山梨

0 

00 

〕 

計 179 42 19 6 10 2 2 ●●00●1〔金沢〕1 0●●1〔岡山00●2 〕 

荏)1.境内の奉納品に記載された氏名をもとに奉納者リス トを作成 し､それを用いて

今回の調査で判明し 確認作業を行った結果､

2 〔 〕 たものを示す｡.数字の後の 内は具体的

る傾向にあることがわかる｡ な移住先を示す｡

さらに 1998年についてもう少 し詳細に見てい

くと､図表 3-9にもあるように､｢初老記念

納者 17人のうち､4人がそれぞれ東京､ ｣奉

千葉､神戸､金沢-の移住者であるが､そのうち

京､千葉 ､東

､神戸への移住者である 3人は家を向本折に残して

は ｢初老｣移住していた｡そして､秋祭りの際に

てきていたの儀式に参加するため､向本所に戻っ

｡ 初老｣の儀式と神社初老会会長によると､｢

の奉納の両方に参加する形態をとった 1 -5人の中

には､先の東京､千葉､神戸への移住者である 3

人も含まれ

ら毎年 1 ､彼らは初老記念行事後の 1999年か

を飲ん 回､｢お伊勢参 りに行ったり､時々､酒

うであだりする｣など､その後の交流も盛んなよ

会長の ｢る｡ このメンバーで将来は 『還暦記念

やる｣との言葉からも､これから先､還暦を』も

える 2 むか0年後まで 3人の都市移住者も含めてこの

関係を保持していくのだと考えてい

がえる｡また､この 3人の都市移住ることがうか

への移住者は 2000 (平成 12) 者のうち千葉

年に移住先から向本所に戻ってきたとのことである

このように､毎年 ｢初老記念｣行事が盛大に｡

われている向本所において､特に都市移住者に行

っては､｢初老｣がその後､向本所とどのよ と

関わりを持っていく うな

のかを ｢自ら｣表明し､それを在住者に確認してもら

う一つの節目として重要な意味を持つと考えられる｡ 

3 母村向本折町と関西 (担当白山 吉原) 

神社の秋祭り当日､氏子(2歳)は､｢4現在大阪守口市2 3戸の総代 K.H氏 8 0戸ないし40

在住の当地域出身者から神社へ 100万円もの寄

があった｣と､寄付の額 ･住所 ･氏名を半紙に墨付
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る"といいます｣と｡移住者は､｢まつ りなどの

村の行事の折にたいてい戻って来て､祭 りに参加 

(餅の会へ入会｡五五の餅 : 25歳､初老の餅 : 41

読)し､先祖の墓参 りをし､親戚を訪ねます｡そ

うして親戚中が寄って一緒にごちそうをよばれ､

愉 しい語らいのひと時を過ごしています｣と話さ

れた｡また在住者は､いつでも移住者を温かく迎

えることや都会へ移住 した者の留守宅を見守るの

がその役割と思われているようであり､移住者も

それを期待 しているようである｡

ここでは都市移住者が移住後どのような職業に

就いていったのか､都市移住者にとっての ｢郷土

向本所｣とはどんな存在なのか｡また､郷土に在

住する者と移住者との関係や結びつき､移住して

いった地域での同郷者同士のつきあいはどうか｡

つきあいがある場合､どのように保たれているの

かを､大阪加賀浴友会発行の 『40年の軌跡』1988

(昭和 64)年 と 『創立 50周年記念誌』1998 (辛

成 10)年及び主として神社拝殿への奉納や寄附

等を手がかりに考察する｡ 

3.1 浴場業者と ｢向友会｣

松本通晴氏の実施 した全国的な同郷団体調査 

(松本 1994:12)によれば､存在 している同郷団

体の 50% は 1965 (昭和 40)年か ら 1974 (昭和 

59)年までに成立しており､北陸 ･東北出身者に

よる同郷団体の形成は､1940年代後半から 1980

年代前半であり､戦後の ｢離村向都｣現象による

流出がコンスタントであったと指摘する (松本 

1994:13-19)｡ 以下で述べる向友会 もその一事例

である｡

向本所出身者が上阪して浴場業に就 く契機とな

った特筆すべき出来事は､戦時中､大阪から向本

所町の夫人の実家に疎開していた O.H氏が､再

び大阪で浴場業に戻 り大成功されたことである｡

当時は､戦後の不況下で誰もが独立した商売を探 

すのに苦労した時代であったという｡ したがって

これを機に 0.H氏を頼 りまた氏の指導のもと､

あるいは縁故を頼 り上阪する者が相次いだとい

う｡ こうした連鎖移住を経て次第に浴場経営者が

増加 し､設備 も近代化 し､経営が安定するにつ

れ､親睦と生活の向上をはかる目的で向本所出身

者により1965(昭和 40)年 1月向友会が発足した｡

初代会長の南川栄作氏をはじめ他 3人の役貞 

(井水由蔵氏､森高作氏､岸豊作氏)と会員 22名

をもって､加賀出身の浴場友の会 ｢向友会｣が向

本所町出身者によって組織された｡以後二代目会

長 森高良一氏､三代目会長 孫崎俊男氏､四代

目会長 森高栄作氏のもと会員は 28人 (平成 10

午)に増えている｡

活動 としては､1971(昭和 46)年 4月､東京

へ他出している同業者 4人と共に白山神社正面の

鳥居を奉納 し､在住者を招待 し祝賀会を催してい

る｡また 1974 (昭和 49)年に創立 10周年が開催

されて以来､十年毎に大阪から来賓を迎え､地元

の名士を招待 し山中温泉で記念式典と懇親会を盛

大に開催 している｡

その他毎年 9月には､総会を兼ねて白山神社に

参拝 し加賀の出湯で一泊 し､11月には各家持ち

廻 りで郷里から住職を招き､報恩講を開き先祖 ･

先輩の供養を行なっている｡ 毎月 16日には北国

銀行大阪支店会議室にて例会が開かれ､会費を集

め情報の交換をし会員同士の親睦を深めている｡

婦人部は､1990 (平成 2)年から隔年に旅行をし

ている｡ 

3.2 向友会会員の就いた仕事

向本所町より関西へ移住 した人々がどのような

仕事に就いたのか､1988 (昭 63)年 と 1998 (辛 

10)年について図表 3-10にまとめた｡

図表 3-10は各年の向友会会員名簿より作成し

た｡これ よ り1988年 には 34店舗 を会員 27人

36



図表 3-10 他出者の就いた仕事

向本折から関西へ 

1988 1998

浴場業 

自動車整備工場 

飲食店 

観光 
ホテル 

○○建設 

商社 

○○石油 

不明 

22 

l4 

l 

3l 
* 

'1 

19

l3

l

1'

1 

1

資料 :未定 大阪加賀( 浴友会 198 440l年の軌跡』､302146合計 店舗) 8､『3 l1-

集および大阪加賀浴友会創立 委員会編､19､『 50周年記念誌編98 大阪加賀浴友会創立 50
周年記念誌』大阪加賀浴友会､104-

*出｡ 5より算註 :｢｣は記載なしの意｡ 
:不明 88年 (MI産業)/未定の内訳 : 88年 (シ
ャ トレー土中) 98年 (㈲みほ)/不明 :記載なし

が､1998年 には 30店舗 を 30人が経営 して

る｡ 両年の向本所出身者の就いた職種はほとんい

第三次産業であり､しかもいずれも○○湯や○ど

温泉といった浴場業に従事する者の割合が全体 ○

およそ三分の二を占め､他は飲食店やホテルなの

のサービス業である｡ なかでも同一人が浴場を ど

軒経営 している例が 2例､同様に浴場と飲食店 2

経営している例が 1例､いずれも両年に渡ってを

載されている｡ 言うまでもなく､両年を比較す記

と従来の経営内容を変更していたり､事業所を大る

阪の中心地へ移転した.り､新

りと様々な事例が認められるたな分野に参入した

｡移住者が移住先とした地域は､関西とりわけ

阪市であり市内を中心に浴場業を営む者が多い大

-188に示すとおりである｡)年 と 1 平具隼的地域は図表 図表 3-11よ り､3119 (昭 63 998 (｡

10)年を比較して､大阪市域で浴場業を営む者

数は変わらず維持されているが､豊中市と八尾市の

と尼崎市では 1998年には減少 している｡ また旭
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)と移住地

地域名 1988 (軒) 19 

旭区 2 98 (軒)2

大正区 l 

淀川区 l

阿倍野区 l2 l2

西成区 2 

港区 2

福島区 l l

住吉区 ll ll

尼崎市 3 

八尾市 2

門真市市守口伊丹 122 *22

市市市豊中摂津 ll1 ll*

合 計 (四十年 2 9註 : 2つの前掲書 『 2 1

十周年記念』)の向 の軌跡』および 『創立五

友会名簿より作成 本所町出身者が組織する向

区､阿倍野区､西成 ｡｢ *｣は記載なしの意｡

は､それぞれの地域区､尼崎市､門真市､守口市

で 2軒ないし3軒は向本所出身者が移住 し浴場業を営

に共通する特性は鉄道沿んでいる｡ これらの地域

湾に近い工業地や商業 いの町であること､大阪

開発された住宅地 地が多いこと､1955年頃

まり向本所から移域が多いなどがあげられる｡ つ

は､人口集中地域で住 し浴場業に携わった人びと

にさしかかる頃に開､尚かつ戦後の高度経済成長

住宅が比較的多い地発された､内風呂を持たない

域で開業している｡ これらは同時に浴場業を営むための地域選定の条件と

のえよう｡ したがって住宅事情の改善による内風呂もい

た急速な普及は､公衆浴場業を廃業へと向かわせ

大きな要因である｡さて､1965 (昭和 

40)年に向本折出身者によってつくられた向友会は､会員相互の近況を報告

しあ

図表 3-11 浴場業者 (=湯 ･=温泉
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図表 3-12 浴場業以外の職業と移住地 

1988年 地 域 1998年 地

自動車整備工場 

飲食店 喫茶 

食堂 

割烹 

酒処 

1

1

1

1

1

西成区 

大淀区住之江区 

南区 

門真市 

l

*1

1

域

西成区

*住之江区

中央区

観光ホテル 

○○KK 
13

1

南区神戸市 .南区 .京都久世郡 

守口市 

111

* 

門真市中中央央区区

商社○○石

油不明 

未定 

+ 

*1

1

12 

* 

*北区 (*産業) 

浪速区 (シャトレ) 

12地域 

1

1

2

11 

*守口市 

浪速区

旭区 .生駒郡

東大阪 (みほ)合計 

注意 : *は記載なしの意では浴場業以外に就

いた向友会会員の職業および移住先はどうであろうか｡図

図表 3-1 表 3-2を参照してみよう｡ 2 1

会会貞が より､1988年には向本折出身の向友

とんどが浴場業以外に就いていた仕事は､そのほ

には飲 飲食 ･サービス業であったが､10年後

食店や会社の記載がなくなり､かわって商社や○○

参入が認石油が創設されており､新たな職種への

内十区と守口市､神戸市､西宮められる｡ 移住先も 1988年には大阪市

であったが､1 市を含む広い範域

0年後は､兵庫県に居住する人は居なくなっている｡ 

3.白山神社の3 浴場業を営む移住者 と氏神

る向本 境内は､｢2｢初老記念｣の儀式にみ

や他出所との関係｣に明らかなように､在住氏子

な石燈氏子が祈願またはお礼として奉納した立派

それら寵や狛犬､石塔等がまさに林立している｡

ているの多 くは初老か還暦の記念として奉納され

｡ 奉納品には会の名称､奉納年月日､奉納者の氏名を刻

み境内にに布置すると共に､数は少ないが拝殿内や社務所 も額で

38 納められている｡ こ 

1 11地域

納品である｡ 拝殿内および社務所への奉奉納

に分類品名 ･年月日･奉納者氏名等から次のよう

が 10 した｡還暦記念として奉納されているもの

住 1､例 と最も多 く､初老記念は 4例 (東京へ移

ある｡ 大阪-移住 1)で全て個人の奉納 ･寄進で

東京大阪浴場業者有志一同が 1例､大阪向友会から

個人 12例の寄附 (内 2例､氏子総代 1例､議員 1例､

拝殿内の記録では､ 大阪関係者 4)､不明 2例である｡

く､次いで 1970年代1955年奉納 (1例)が最も早

集中して 10例 が 3例､1980年半ば以降に

く1 ､1990年代は 1998年まで万遍な5例が確認できた｡これらは

納と在住者の奉納とがある｡ 移住者による奉従って聞き書

り次のように分類した｡ きによ在住者の奉納は

人)や還 ､神殿屋根の工事 (1955年､38

が出資 暦記念として 10人以上 20人前後の氏子

奉納すして､神社に必要な燈寵や御神燈や玉垣を

合､東るといった傾向がみられるが､移住者の場

した例京 ･大阪への他出者が共同出資をして奉納

こで取 り上げるのは､
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で相当高額な寄附金を納めている｡寄附の方法も

特定の個人の場合､三年連続してまとまった金額

を寄附している｡ そこには移住者の郷土-の御恩

返しや在住者なら誰もが行なう初老や還暦などの

人生儀礼を移住者も在住者同様､共同出資をし､

｢寄進｣･｢奉納｣という行為により無事 に通過

し､自他共に一体感を得 ようとする想いが伺え

る｡ また移住者が郷土に寄附や寄進を行なう場

合､相当大規模である場合が多く､在住者にとっ

て移住者は､郷土を社会的経済的に支えてくれる

図表 3-13 向本析地区 (M):神社拝殿/社務所内 (星作成)

午 奉納者/記念名 奉納者人数 記録名/奉納品名

1955年 

1971
1973

1974
198 

6//

//

/I

//

1987

1988

1989

//

89/9992/931 1
1992

/y1993

1994

/y

1994
1995

1996

1997
1998

/y

//

//

6月 1日起工～9月 14日完了 

東京大阪浴場業者有志一同 
初老

記念/個人還暦 寅卯

会 

還暦記念大阪 向友会一同

梅田/個
人人大阪/個 

大阪/個人 

還暦記念 昭二会 

還暦記念 戊長会 

還暦記念 巳栄会 

初老記念/個人/大阪市 

同一個人 

還暦記念 

個人 

個人 

個人氏子総代 

初老記念/個人 

還暦記念 向和会 

還暦記念 互寿会 

還暦記念 五一会 

還暦記念 五二会 

大大阪阪/個人向友会

東京/初老記念

/個人県議会議員

38

26

1
22

118

13 
1

15 
14 
ll

1

1

17 
5

2

43

1

1136

19

9

11

1

神殿屋根銅板茸換工事

記録｢神恩

を偲び奉 りて｣ 

絵馬 
御神燈 壱対 :金弊 壱体 

奉納 (社社務所玄関)白山神 社務所建設 寄付金 

100万円 
寄寄付付金金 10万円5万円 

寄付金 2万円 

//
/ 
寄付金 10万円 

寄付金 10万円

を 3回 

/奉納 提灯 

奉納 提灯 

奉納 提灯 

奉奉納納 提灯 

提灯 
六角灯灯篭一一対対 向和会一同春日 寵

互寿会一同神前吊灯寵一対 

玉垣 
寄付金 100万円 

寄付金 2万円 

寄付金 1万円 

番号 
MOl
MO7S 
MO5S 
MO4S 
M 12S 
M 13S 

//I/ 

/y 

MM14SSO9 
M ll

sM21 

M 1s7S 

M20S/y 

//

//

/y 

M 18S 
MM119SS5 

M22S 
MOSS 

//

/y 

大きな存在であることがわかる｡ また移住者にと

っても在住者と同じく自分の名前が連ねられてい

ることが誇らしく思われているようである｡

さて､｢同業者的組織を作 り都市生活において

相互に扶助し合いながら､新規就業者のリクルー

ト先としても郷里の人びととつなが｣(鯵坂 1994 

a:96-100)りがあることを証すもの､つまり移住

者と在村者との関係や移住者にとっての郷土がど

のような存在であったのかを顕著にあらわしてい

る資料として奉納額 (資料 M O7S)｢神恩を偲び

s 



をさす-は､毎年秋祭には帰省 し神社へ参拝 し､

先祖の墓参 りをしている｡ この時､ 1年分の町内

会費や神社費や寺の費用を支払うなど村人として

の義務を果たしている｡その上前述のように御影

石馬等の奉納や冒頭で触れたような多額の寄附も

なされている｡ これらのことは､氏神 と氏子がい

かに強い杵で結ばれているかを証明すると共に､

同じ地域出身で同業者同士という一体感もまたつ

なが りを深 く強化 している｡ 資料 M O7S｢神恩

を偲び奉 りて｣や ｢向友会｣活動より､移住先つ

まり在住者の言葉を借 りれば ｢旅｣先において

は､同郷の (同業)者同士､新たな都市生活を始

める上でさまざまな困難に対する援助や就職の紹

介や経営の相談など相互援助が日常的で､不適応

を起こさないように支え合っている｡ 従って横の

つながりも相当強固であった｡ 

3.4 おわりに

向本所地域では､郷土在住の人々と帰省 した都

市移住者が､秋まつ りを共に祝い交流を深め温め

あう｡ 移住者にとっての郷土での秋祭は､氏神へ

の報恩感謝は勿論､まつ りを契機に懐かしい人び

とと出会い､｢はれ｣の時間と空間を共有 し連帯

NO , 氾1

は ｢東京大阪浴場業者有志一同｣の 26人による｡

の過程にあり､農業経営にも中小企業の運営にも

て出郷 して行った様子がよくわかる｡厳 しい生活

神信仰であった｡村落の統合のシンボルである白

か二世か等によってその意識も異なると思われる

が､とりわけ一世にとっての郷土に対する意識

は､郷愁 も強 く､郷土向本折 と白山神社 (氏神)

は一体のものとして意識されているのであろう｡

移住者にとっての郷土は､いつでも無条件に受け

入れてくれる場として認知されており､そうした

関係をできるだけ長 く保持 しておきたいと考えて

5.

も帰卿 しない人も居るであろうが｡

当該地域の移住者の氏子行動-氏子行動とは､

2(

1971(昭和 46) 4奉 りて 年 月｣がある｡奉納者

文面より当時の日本経済が急速な高度経済成長

その影響が及び､止むなく都市への移住を決断し

状況の下にあった彼等を､精神的に支えたのは氏

山神社への帰属意識､つまり自身を白山神社の氏

子とみなす氏子意識が強固である 移住者が一世｡

いるのではないだろうか｡現実には老年になって

氏子総代や篤信家あるいは神社に特別熱い思いを

持っている人に限らず､氏子であれば一般に行な

うであろうと思われるような神社に関係する行動

同志社社会学研究 
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することで自らのアイデンティティの確認をする

場 となっている｡ また在住者 と移住者 との関係

は､毎年行なわれる村事 としてのまつ り (行事)

に共に参加する中で､相互に認めあい深いところ

で受容 し合った､信頼の上に築かれた緊密なつき

あいの関係が保持されているのである｡ 向友会会

員の毎年の行事である郷土訪問は､人びとが培っ

てきたさまざまな関係を活性させる時間と空間で

ある｡ 

[注] 

1)橋本によれば ｢区そのものを ｢万雑｣ と呼んでい

る｡区規約は万維規約であ り､区長は万雑委員長

である｣とし､むら万雑の基準 を地域別に次の 9

つに分けて整理 している｡ 家屋割､資産割､所得

割､均等割､見立割､町民税割､固定資産税割､

耕作反別割である｡ (橋本 1995:145-8) 

2)金沢市域の事例説明で､｢校下は町会連合会､町会

は自治会｣(橋本 1995:243-4)校下は小学校へ

通学する複数の町全体をさす｡校区と同じ｡(聞き

取り) 

(担当 星)

第 4章 神社寄進と都市同郷団体 

- 小松市今江の事例-

1 小松市今江の地域編成

小松市今江は､市制 ･町村制施行以前から存在

していた旧集落であ り､1889年の市制 ･町村制

施行により､1字 1村の今江村となった｡1907年

には､能美郡御幸村と合併 し､御幸村字今江とな

り､1940年には小松市に合併 して小松市今江町

となる｡

今江地域の職業構成において明治から大正､昭

和の始め頃までは､農業が最も多 く､次いで漁業

の従事者が多かったという｡ 昭和に入って､当地

域の御幸野の水田は堰害のために次第に畠へと変

わり､野菜園 ･果樹園 ･桑園になって､今江地域

において農業の多角経営が行われるようになっ

た｡その規模は､野菜 ･果物など他府県にも出荷

される程であったという (石川県小松市教育委員会 

1956)｡ また､今江地域においては､絹織物 ･木

綿織物も盛んに生産されており､織物工場や撚糸

工場などが多 く､地場産業となっている｡

次に､今江地域はかつて農村的な性格を持って

湯浅 俊郎

いたことから､農業センサスにより当地域におけ

る農業の動向を見てお くことにする｡ 図表 4-1

を見ると､今江地域における総農家数は 1970年

には 90戸で総戸数の内 1.% を占めていたが､18

1990年においては 39戸というように総戸数の内 

2.% と減っている｡6 今江地域の専兼業別農家数

を見ると､図表 4-2より､専業農家､第 1種兼

業農家と比較すると､1975年を境に第 2種兼業

農家数の減少が著しいことが分かる｡ この専兼業

図表 4-1 今江地域における農家数の動向 実数 
(%)

総戸数 総農家数 非農

1970年 762 9( 0ll.8) 家数672 

1980年 1305 7(35.6) (88.2)1 

1990年 1490 3(92. 232(94.4) 

1 6) 94.1)注)農林水産省 175( 4995年農林センサス 農業集
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図表 4-2 今江地域における専兼業別農家数の動向

総農家数
専業農家 第 1種兼業農家

専兼業別農家
数世帯主農業主 第 2種兼業農家

1970年 90 1 世帯主農業主 

1975年 8 18 54 

1980年 9573 1145 1186 15 63 

1985年 47 17 42 2 

1990年 12 9 18 1 

1995年 3395 15 10 9 14 2 

1995年農林センサス 農業集落カー ドA票よ荏)農林水産省 ll 16 16 8 1

第 1次産業 第 2次産業- 今江地域における産業別就業者の割合り作成 3 次 産 業図表 43 第 

総数 農業 林業 漁業 鉱業 建設 製造 電気 .ガス運
莱 莱 ･熱供給 輸 .過 卸売 .小 金融 .保 不動産業 サービス 公 務

(..) (18.9) 23) (0.- (5 34 (.) (399)(7) 04(23) (01 ) - 18 665 124 
3202 75

.
2
.

- - 304
.

1198
.

･水道業 信業14 2 売業65飲 険業73 莱14 食店0.
77 6) 2.) 39(08 (.) 

(24.) 1502 1623 

荏 (4.)69

)195年国勢調査より作成別農家 9

の 数の動向より､1995年の第 1種兼業農家

全てが世帯主農業主であることからも､今江地域にお

的に従事ける農業従事者において､農業により専門

する層と､農業を辞めてしまう層という傾向に分化し

1 ていることがうかがえる｡995年の国勢調査により今江

の割合を見てみると､第 2次産 の産業別就業者

3次産業 (07%)の 業 (69%)と第5. 4.

就業者が多 くを占めている｡その中でも､製造業 

(08 ､ (3.%)2.%) 74 ､サービス業 

業者が多いとい卸売 ･小売業 ･ (89飲食店 1.%)の就

元来､今江地域はう状況である (図表 4-3)｡

る今江前川の両岸に､今江潟と木場潟とを連絡す

の北陸街道筋か 発達した町筋と､今江潟沿い

て､今江地域は､ら構成されていた｡戦後におい

42 加賀三湖干拓事業 (1967年に 

(5.)07

路建設事業 (1962年における国道 8号線の開通等)など

により地形の上で大きな変貌を遂の土地改良事業

げている｡また､人口も増加しており､住民基本

れば､今江の人口は､2919人 (1 台帳によ

人 (1975年)､57 952年)､4634

る｡ 今江の南部地域において01人 (1999年)と増 え て い

ており､｢明治時代から戦 は特に人口が急増し

前迄の町南の戸数は今江町 6町の中では少ない方であっ

代でも多 くはなかったが､40年代になると急た｡昭和 30年

に増加して昭和 55年 12月現在での町南､ 速

今江潟は全面干陸)や道



｢市内周辺を自転車でフロ探 し､当時で 100万円

位からで (小松の土地の方が高かった )｣(大阪加

賀浴友会 1998: 47〔傍線-筆者補注〕)と述べ

ていることからも､戦後における今江の都市化の

様相がうかがえるのである｡ 

2 小松市今江地域出身者による都市同郷団体

もともと今江地域は､農業､漁業､絹織物業と

出棟の村であった｡明治期においては､今江地域

から北海道への移住者が出てお り､ 1969年に発

行された町史､『今江潟と今江町の歴史』によれ

ば､北海道において､ 1897 (明治 30)年に小樽

市今江講という同郷会が結成されている｡

大阪加賀浴友会創立 35周年記念誌によれば､

デフレによる大不況で大正末期から昭和初期にか

けて､多数の人々が､次々に縁故を頼 って､大

阪､京都､神戸の公衆浴場業､豆腐業､雑貨商等

の奉公など-行き､今江地域から大都市圏へと移

住 したという｡

戦後においては､朝鮮動乱の終了と共におこっ

た糸へん不況から大阪への移住者が増えた｡ 1962

年の時点において､今江地域出身の県外在住者は

県外在住者 675人のうち､大阪 (258人)が圧倒

的に多 く､次いで東京 (145人)､北海道 (58人)

の順になる 1) (川良雄 1969:663)｡ また､それ

ぞれの移住地に同郷会が結成されており､筆者の

知見では､大阪に小松銀窓会､東京には東京今江

会が現存 していることが分かっている 2)｡このよ

うに今江地域から大都市へ と出てきた移住者は

｢今江出身｣という同郷性を基盤にして同郷会を

結成している｡

今江地域出身者による同郷会の中でも､東京今

江会は昭和初期の頃から結成されていたが､小松

銀窓会は､戦後の 1956年に､大阪において公衆

浴場業や飲食業を開業するものが増えてきたこと

から結成されている｡
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東京今江会においては規約に会の趣旨として､

｢本会は同郷出身の在京者を以て組織 し､相互の

親睦を計るを目的とする｣ことが掲げられてい

る｡東京今江会に対して､小松銀窓会は会の趣旨

として､｢小松銀窓会は､大阪市及びその近郊に

在住する石川県加賀地区出身者､またその賛助者

を基盤とし､互に意思疎通せる者の集いにて､苦

楽を分かち､相互扶助の精神を昂揚 し､より福利

と親睦をはかり､業界の向上発展を助成し､業を

通じ広 く社会に貢献するを目的とします｣と掲げ

ている｡

また､小松銀窓会の規約においては ｢本会の会

員は石川県小松市今江町出身者又はその賛助者を

以て組織 し新入会員も前例に則 り入会できます｣

とあり､趣旨目的を遂行するために次のことをお

こなうとしている｡

第 1項 会貞の冠婚葬祭及び開店に際しては会

を代表して慶弔金を贈呈 します｡

第 2項 毎月中旬所定日時を以て 1回定例集会

を催 し親睦を密にし業務の研究改善向

上発展に資 し福利増進を図ると共に共

存共栄の実を挙げます｡

第 3項 会員相互の親睦を図るため慰安会を催

し鋭気を養い業務の精励に資 します｡

第 4項 業務上の相談に対する援助並びに売買

に関する研究を助成し会貞相互の栄進

を企図致します｡

第 5項 会員の栄利育成のため事業部を設け金

融機関と提携 し預金奨励資金の融通を

図り事業推進に寄与致します｡

第 6項 会貞及びその家族の物故者に対 しては

毎年 1回追悼法要を催 しその霊を慰め

ます｡

第 7項 その他､目的達成に必要なる事項 
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さらに､小松銀窓会においては共済を目的として

互助部を設けて､火災の場合､見舞金をおくって

いる｡

東京今江会､小松銀窓会ともに､加賀浴友会の

ように公衆浴場業者に特定 した都市同業者団体と

いう性格は強 くない｡しかし､東京今江会と小松

銀窓会の両団体を比較すると､小松銀窓会におい

ては規約の中に会員への融資事業を行う事業部を

設けることが明確にされており､両同郷会の規約

にある活動内容を比べてみると､小松銀窓会にお

いては親睦だけではなく実利的な側面も強いと言

える｡

それでは､小松銀窓会の実際の活動内容を見て

みると次のとお りである｡ その団体においては､

月 1回､情報交換の場である定例集会と頼母子講 

(団体による積み立て貯金)が､取引き先の信用

金庫でおこなわれている｡ 最初は､会長の自宅で

定例集会が行われていたが､1957､8年頃から取

引き先の信用金庫でおこなわれるようになった｡

その他に加賀温泉郷などへ行 く懇親旅行会が春

と秋にあり､その時に総会も兼ねて催されること

が多いという｡ また､新年会や､報恩講などもお

こなわれている｡ 会貝や同居家族が満 80歳及び 

88歳に達 した時は､祝金が贈呈 され､月に 1度

の定例集会の時に､贈呈者が発表されていた｡会

報が出された時期 (1972年に発行 されたものが

入手できた)もあり､小松銀窓会の他に加賀浴友

会などからの通知や会貝の消息などが掲載されて

いる｡

小松銀窓会においては､創立記念の行事 も行わ


れてお り､35周年記念に四国の道後温泉 -の懇


親慰安旅行が行われた以外は､郷土の今江春日神


社に参拝 した後に､郷土のホテル ･旅館で記念式


典を開いている｡ 小松銀窓会の創立 10周年､20


周年､30周年の記念式典には小松市の市会議員


など地元の政治家や今江地域の町会長をはじめと
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する各役員が出席 している｡ 特に 10周年記念の

ときには､今江地域で花火が打ち上げられ､小学

生の鼓笛隊の大歓迎を受けた｡また､創立 30周

年記念の時は､郷土の今江春日神社萱千年大祭に

際し､小松銀窓会は､郷土から､その記念事業へ

の賛同の依頼を受けて､会の創立 30周年記念事

業として､神社への寄進をおこなっている｡ 創立 

40周年記念においては､記念懇親旅行 として郷

土の春祭の日に加賀温泉郷-行き､今江地域の町

会長を迎えて互いの近況を伝え合った｡

このように､小松銀窓会をとりあげてみても､

都市移住者は郷土とのつなが りを持っていること

が分かる｡ そのような都市移住者と郷土とのつな

が りが見られるものの一つとして､郷土の神社へ

の寄進がある｡ そのより具体的な事例として､郷

土の今江春 日神社の壱千年大祭 (1985年)でお

こなわれた神殿拝殿の屋根の総葺き替えなど種々

の記念事業があげられる｡ 今江春日神社壱千年大

祭の際には､｢大阪銀窓会より御影石の玉垣を､

大阪在住の梶川氏より子供御輿 2基の御寄進を始

め､今江町内は勿論のこと関西名古屋東京と各方

面で活躍 しておらる 方ゝ々や､御縁故の深い多 く

の皆様方から､心からの御賛同を頂き絶大なご援

助を賜 りました｣(『館報 いまえ』1985年 3月今江

校下公民館 : 2)という報告が今江地域の館報によ

りされている｡

そのことから､次節では､都市移住者と郷土と

の結節点である神社に焦点を絞 り､神社への寄進

を素材 として､都市一農村関係について分析 して

いく｡ 

3 神社寄進と都市移住者

今江春日神社は､旧郷社である｡ その神社は花

山法皇の自画像を配 り､王子宮春日大明神 と称 し

たと伝えられている｡ そののちに春 日社 とな り 

1879年に今江春 日神社 と改称 し､1908年には､



市美屋社 ･合場社 ･石美屋社 ･竹部社を合紀した

という (石川県小松市教育委員会 1956)｡今江春日

神社では毎年 4月 10と 8月29日には例祭がおこ

なわれている｡

この今江春日神社への寄進は､壱千年の大祭等

の時だけでなく成人や初老､還暦を迎えた人も､ 

○○会を結成し､その時の記念として玉垣や狛犬

などを神社へ寄進 している｡ その中でも､特に初

老記念の寄進については､｢今年初老になられた

羊栄会 (舟津英二会長､53人)はこのほど春 日

神社へ石鳥居を奉納 した｡同会は､昭和 18年生

まれの今江町在住者 40人と今江町出身者 13人で

組織されてお り､4月 10日春祭 りで奉納式を行

った (r館 報 い ま え｣1983年 5月 今江校下公民

館 : 2)｣ というように館報で､その寄進について

報告されているほどである｡

本節では､都市移住者と郷土とのつながりを見

ていくために､初老記念に焦点を絞って､都市移

住者がどの程度､その寄進に関わっているのかに

ついて見ていく その方法として､確認すること｡

ができた初老記念のモニュメントに記載されてい

る寄進者の名前と､卒業生の在住地が分かる今江

小学校 (今江地域にある唯一の小学校である)の

同窓会名簿から､寄進された年に初老を迎えるこ

とに該当する年度の卒業生の名簿をす りあわせて

いくことにより､都市移住者の寄進を浮かび上が
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移住者と郷土と ､神社寄進を通して都市

まず､小学校ののつなが りを分析する｡同窓会名簿は
 

のものであることから､ 1972年と 1985年


確認できた初老記念のな正確性を高めるために､


発行年の周辺の年 (9 かで､その同窓会名簿の昭和 4
170 ( 5
 

6､18 昭和 5) 94 ( )､17 昭和
4) 93 ( 8､18 昭和 5 91(


和 60)午)の寄進者をと 9)､1985 (昭

りあげる3)｡そのなかで､寄進者の在住地や職業などの構成を

ことにする- ｡ 見ていく図表 46より､先述

たように今江地域在住者した館報の報告にもあっ

住者が共同で寄進 していと今江地域出身の都市移

ている都市移住者のなかることが分かる｡ 寄進 し

者が見られる｡ 寄進者はには､大阪や東京の在住

構成においては､自営業男性のみであるが､職業

務者層が寄進に関わって者層や､会社員などの勤

な職業階層に おり､その対象は､多様

わたっていると言える｡また､それぞれの年に


銀窓会や東京今江会の両おいて､確認できた小松


進 している割合は､197同郷会における会員が寄


いると判明した大阪､東0年においては寄進 して


への移住者 11人中 3人京､京都などの大都市圏


人､横浜市 1人)､1971 (大阪府 1人､東京都 1


1人)､1983年は 8人中 年は 3人中 1人 (大阪府
 

市 1人､東京都 2人) 49人4年(は
､18 大阪府 1人､尼崎

写真 4-1 今江春日神社 らせる｡そのことにより
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内
46 図表 4-4 今江春日神社境
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､1図表5年4･ 今江神社位置図浜市 1人) 98 5

東京都 2人)であるは 7人中 3人 (大阪府 1人､

｡員ではない都市移住 そのことから､同郷会の会

老記念において寄進者も､郷土でおこなわれる初

次に､筆者においてしていることがうかがえる｡

かめる小松銀窓会の ､都市移住者の動向が最もつ

ぼり､個人的なレベ会員を中心に分析の対象をし

つながりを年次的にルでの都市移住者と郷土との

明確にしていくことにする｡小松銀窓会において

会の創立記念式典や は､ 2節で先述 したように

る御影石の玉垣の寄､今江春日神社の大祭におけ

市移住者と郷土との進など､その団体における都

つながりがあることは明確であった｡そして､先の 1970､1971


1985年の寄進者の構 ､1983､1984､
 

個人的なレベルにお 成 (図表 4-6)を見ても､


なが ける都市移住者と郷土とのつ


りがあることがうかがえる｡そこで､同郷会の

次のように分析を進会員を対象にすることにより

る｡ その分析内容はめることができると考えられ

会会員において､出､今江地域出身者による同郷

個人的な出来事であ身地域の公的な行事における

への関わりを見るこる初老記念という郷土の行事

体としてではなく個人的なとによって､都市移住者の団

48 レベルにおける郷土と 

を明らかにすることである｡その方法として､

都市移住者に対象をまず､今江地域から他出した

員においては､会員絞るために､小松銀窓会の会

の在住地だけでなく年齢や大阪都市圏へ移住 した時

名簿 (しかし､対象 期 も分かる 1984年の会員

会の両方に入会しては小松銀窓会と大阪加賀浴友

いる会員に限定される)と､その小学校の同窓会名簿 ( 

させて分析する対象 1972､85年)を照合

象者と寄進されたモ者を確定した｡次に､その対

進者の名前をすりあニュメントに書かれていた寄

進している同郷会会わせて､初老記念において寄

して､会員の年齢が員を特定した｡また､傍証と

(1980年発行) 分かる東京今江会の会員名簿 

まず､最も古い寄ともすりあわせてみた4)｡

16 進者を確認することができた91年に初老を迎える 

象の確定をはじめて 1933年度の卒業生から対

合させることにより､小松銀窓会の会員名簿と照

判明した対象者は4今江小学校の卒業生であると73人中3


図表 4-7を見る 人 (88.1%)であった｡


と､小松銀窓会の会貞におい
ては､寄進者の確認が

00 1 できた 195年までの初老記念の内 8.% (5 8


会の会員が関わって 中 12)の寄進に､その同郷


の寄進に加えて東京いる｡ この小松銀窓会の会員


33
と､9.% (15中 1今江会の会員の寄進も合せる

都市圏で結成されて4)もの寄進に､移住先の大

ている｡ また､ いる両同郷会の会貝が関係し東京今江会の

年以降においても初 会月においては､1 986

次に､図表 4-8 老記念の寄進者が見られる｡

小学校の卒業生であより､ここで対象 とする今江

念に寄進している動る小松銀窓会の会員が初老記

まず､寄進者が確向を見ると次のようになる｡

の初老記念に該当す認できた年のなかで､その年

員は 2 ) る対象となる小松銀窓会の会2人である5｡その内の
 

人)の対象者が初老記念に寄進し909て 22人中 20
.% (

のつながり
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図表 4-6 初老記念寄進者の構成

荏 住

午 会 名 今江 小松市内 石川県内 大阪 東京 追北海 京都 愛知也 兵庫 他その 不明 物故 寄者

和1940)(午 庚 会
75 昭 牛
 (3ll.) 1.) 29 ( 98 (.1)
14 (761 (.1)22.) 29
 1
 敬進 モメニトュ者総 寄進ン

機 業 1


1
左 官 

1
板 金 業 

生 業 業 1


1
豆 腐 業 

浴 場 業 2
 (29
.) (291)
. 6
 
寄進者の 飲 店 35 の倭馬

1
 2
職業構成 撚 食糸 業 6


八運 百送物 業店加賀タクシー 1
 1 1


電日 話 通員員 1 1
工 局 1


会 社 員 1 4
 1
 

荏 住 地 1

今江 小松 石川県内 大阪 東京 北追海 京都 愛知 兵庫 他その 不明 物故
者

午 会 名 市内
寄進 寄進者総敬

和1941)(午 友 会76 昭 羊 (3.1)
8
 モニントメ ュ4.) 77 38 ( 3)
(6122 (.2) (.1) ll.5


7
 26 倭の鹿
職業構成寄進者の 農 業 2
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午

1983 (昭

和 59)午 

芸芸嘉芸

会 名

甲 申

撚 糸

染 色

浴 場

飲 食

衣 料 品
農

教自 営

公会 務不 社 

会 

業 

業 

業 

業 

店 
業 

業員

員員明 

在 住 地

市内今江 小松 県内嘉川 大阪 東京 北海追 京都 愛知 兵庫 他その 不明 物故 寄進者 者

19 2 1 3 数総 メ寄進lトモニュン
1.) (.) (.)9 57 38 (19.) (38.) (
 

2


5


1

1 1
 

1
 1
(3.) (.) (58 38 2 l 2 2 21 53 居鳥

3.)8

112

8 11 1 1 1 2

京都 愛知 兵庫 その

午
 会 名 今江 小松 石川 荏1 追 住 地 他 不明 物故 寄進者

者総 寄進メニュト 
市内 県内 大阪 東京 北海

数 モン

和1954)(午
甲 申 会

89 昭

寄 (3.9) (772) (.1) 38)46 . 38 (.1 (7.27) ll 26 篭灯
飲 食 店 1 1

職業構成進者の 撚 糸 業業業 2 1豆 腐 製 造 
自
農

衛 官 1


会 社 員 4
 

不 明 1 1 1
 2
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図表 4-7 初老記念に寄進 している同郷会の会員 -8 寄進者が確認できた初老記念に該当

午 会名 小松銀窓会 東京今江会 寄進者

1961(昭和 36)午 二 八 会 の総数 

1966(昭和 41-)午 1 - 23 

1969(昭和 4 親 交 会 1 2 28 

4))午午1970(昭和 45 巳 栄 会会牛 庚 12 12 2663 

1971(昭和 46)午 羊 友 会 1 

1973(昭和 48)午 酉 年 会 - 26 

1975(昭和 50)午 3 - 28 

1976(昭 拾 栄 会 - 2 39 

和和 551))午午1978(昭 3 十 一 会会寿 賛 21 1- 2255

1979(昭和 54)午 十四年会 2 

1980(昭和 55)午 十五 - 39 

1981(昭和 56 年会 - - 30 

))午午1983(昭和 58 己 年 会会羊 栄 32 -2 4653 

1984(昭和 59)午 甲 申 会 - 1 

1985(昭和 60)午 酉 進 会 26 

1986(昭和 61)午 1 2 22 

1988(昭和 63)午 ー A云二 三 会 -- -1 3240 

1989(平成元 )午 二 四 会 -

1990(平成 2)午 二 五 会 - 59 

1991(平成 3)午 - - 42 

1992(平成 4)午 卯 辰 会会辰 巳 -- -- 3029 

1993(平成 5)午 巳 牛 会 - 1 

1994(平成 6)午 牛 未 会 - 40 

1995(平成 7)午 祥 坤 - 31 

1996(平成 8)午 会 - - 27 

1997(平 申 酉 会 - - 32 

成 9)午199 酉 成 会 - - 25 

象会員 者の寄進の動向 する対

No01 卒業年年1934 会名二八会 寄進年1961

02 1938年 親交会 年 

03 1938年 - 1966年 

04 1942年 巳栄会 -

05 1942年 1969年 

06 194 牛庚会 1970年 

07 2年年1943 牛庚会会羊友 11970年 

08 1946年 酉年 971年 

09 1946年 会 1973年 

10 1 酉年会 1973年 

ll 99446年年1 8 酉年会会十一 1199773年6

12 1949年 十一会 年 

13 1950年 寿賛会 1976年 

14 1952年 十四年会 1199778年年9 

15 1952年 十四年会 197 

1167 11952年 - 9年-

18 953年1 巳年会 1981年 

19 954年1 巳年会 1981年 

20 954年1 巳年会 1981年 

21 955年1 羊栄会 1983年 

22 99556年1 7 羊栄会 1983年 

1 88(平成 10)午 成 亥 会 - 1 1896年以降を見てみると､

ては､会員の年 小松銀窓会におい

齢層により初老記念に寄進している対象者は見られなかった｡このことは､資料の

制約から対象を小松銀窓会

と加賀浴友会の両方の) 図表 4同郷会に入会している会員に限定 しており6且つ
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そのことから､神社寄進を通 して､特に都市移住

者第 1世代 (対象が､今江小学校の卒業生に特定

されている)において､個人的なレベルでの歴史

的な郷土とのつなが りが垣間見られたと言える｡

しかし､今後の課題として､このような郷土と

のつなが りを持つ都市移住者の属性について､移

住先の都市で生まれた都市移住者第 2世代や､同

郷会の会貞だけでなく､そのような団体に人らて

いない都市移住者についても知見を深めていかな

ければならない｡

小 指

今江地域出身である都市移住者の郷土とのつな

が りにおいて､同郷会 という団体を通 したもの

と､個人的なレベルのものを整理すると次のよう

に捉えられる｡

まず､小松銀窓会という同郷会を通した都市移

住者と郷土とのつながりの事例として､今江春日

神社の大祭における玉垣の寄進の他に今江地域の

共同墓地にある無縁仏像の建立があげられる｡そ

の事業は､1978年に､小松銀窓会の当時の会長

が主となって東京､名古屋の今江会へ呼びかけて

基金を募ったことによっておこなわれたものであ

る｡ また､その際には､今江地域の町内会長にも

協力を求めたという｡

このように､同郷会においては､郷土において

多額の資金を要する事業をおこなう時など､旧集

落という地域的範囲で同郷者の凝集力を高めると

いうように都市移住者は郷土とのつなが りを持っ

ているのである｡

次に､個人的なレベルにおける都市移住者の郷

土とのつながりにおいては､神社寄進を通して初

老の祝いを郷土でおこなうという都市移住者の個

人的なレベルでの郷土とのつながりが見られた｡

かつて松本通晴は､帰郷の機会などもいれると移

住先の都市と出身地域は個人の中ではひとつのサ 
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-クルになっていると言及した｡対象事例におい

ては､初老を郷土で祝うという都市移住者自らの

ライフコースにおいて移住先の都市と郷土がつな

がっているのである｡

つまり､同郷会という団体レベルにおける郷土

とのつなが り､そして都市移住者の個人的なレベ

ルにおける郷土とのつなが りの各局面において､

都市移住者を介した都市一農村関係の相互浸透の

一側面が指摘できる｡ 

[注] 

1)今江小学校の同窓会名簿で卒業年度が 1887年 (明

治 20年)から 1962年度 (昭和 37年度)の間の小

学校の卒業生名簿から調べられたものである｡ 

2)名古屋においては､名古屋今江会が結成されてい

る｡ しかし､筆者の知見において､その同郷会の

現状は分からない状態であ り､今後､確認 してい

かなければならない事項である｡ 

3)同窓会名簿において､卒業生の在住地については

発行された前年度に調査されていると考えられる

ことから､寄進者が確認できた初老記念のうち､ 

1972年の同窓会名簿については､その前年となる 

1970､71年の寄進者､1985年の同窓会名簿につい

ては､1983､84､85年の寄進者と照合させた｡ 

4)名簿に掲載されている会員のなかには､東京今江

会の事例においては､年齢が判明しない場合があ

り､今回は参考程度にとどめることにする｡ 

5)例えば､1934､35年度の卒業生が初老を迎えてい

ると考えられる 1962 (昭和 37)､63 (昭和 38)午 

(公衆浴場業が好況であった時代)の初老記念の寄

進など同郷会会員が行っている可能性が高いと考

えられる｡ 

6)今江小学校の卒業生ではないが､今江地域出身の

同郷会の会貞が寄進 している場合や､移住先の都

市で生まれた移住者第二世代が寄進 している場合

など､これから分析 しなければならない課題であ

る｡ 

7)また､会員名簿など扱っている資料が年代的に限

定 されていることから､かつて会員であった人

や､使っている名簿の年代の後に会員になった人

等を見逃 している可能性 もある｡ そのような対象

をどのように取 り上げていくのか､本章の分析を進

める上で考えていかなければならないことである｡
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第 5章 交差する二つの同郷団体 

- 小松市矢崎の事例-

1 はじめに

矢崎は､二つの同郷団体の交差する集落であ

る｡ 一つは､矢崎から大阪へ移住 した人々の同郷

会である ｢諏訪会｣であ り､｢諏訪会｣と村の住

人との交流は現在も定期的に行われている｡ 神社

や墓地､学校などへの ｢諏訪会｣を通 じてや会の

有志による寄進も多い｡もう一つは､矢崎に移住

してきた浄昭寺を結節点としたダムに水没 した村 

(旧小原村)の同郷会 ともいうべ き ｢小原会｣で

ある｡ ムラを出て行った人々が同郷会を作 りムラ

と交流する｡ 出て行った人の屋敷にお寺ができム

ラの人々に受け入れられていく しかもそのお寺｡

がダム水没者たちの交流の拠点となる｡ この二つ

の同郷会は矢崎を舞台に不思議なつなが りを持っ

ているとも言えるだろう｡

ここでは､矢崎の人々の心のよりどころである

諏訪神社の調査結果や町内会長､浄昭寺住職への

ヒアリングをもとに､山村一地方都市周辺部一大

都市の人口移動のなかで形成された 2つの同郷団

体と矢崎とのかかわりを探 りたい｡ 

2 矢崎地域の概要一歴史 ･人口 ･産業 

2.1 地域の歴史と沿革

矢崎は､小松市の東南部に位置し､東は木場潟

に面し､西は串､南は符津､北は今江に接する｡

地域の中央を南北に JR北陸本線と国道 8号が通

っている｡ 木場潟側には旧集落があり､反対側の

干拓地には工場や新 しい住宅地が形成 されてい

る｡

『小松市史第二巻沿革編 (下)』によると､木場

杉本久末子

潟に臨んだ土地には古墳群があり時々土器刀剣な

どが掘 り出されることから､上代には有力な豪族

が居住 していたものと考えられているが､その氏

名や年代は明確にはなっていない｡藩政の頃には

粟津郷に属 し､今江の十村の支配を受けていた｡ 

172 ( )年頃には畠地だけで 1,09 寛政 4 550歩の面

積があり､百姓 31軒､頭坂と呼ばれる小作 14軒

の計 45軒が居住 していた｡網野は加賀藩の頭振

について石高 ･田畑をもたない身分総称である

が､海沿いに頭坂が多いことから漁民や海上交易

などに携わる人々が含まれる可能性が高いことを

指摘 している (網野善彦 ･森浩一 1999)｡木場潟

に隣接する矢崎の頭坂も農業以外の仕事に従事 し

ていたことが考えられる｡ 人口は､男性 113人､

女性 103人の計 216人である｡ 当時は､ 44軒 ま

でが福井県三国町にある照厳寺の門徒であったと

され､道場も設けられていた｡いわゆる集落仝貞

が同一の寺院に属する土門徒のムラである｡ な

お､藩政時代には､ 1723 (享保 8)年に沢御林の

南方に 300歩の畠地を､ 1854年から 59年の安政

年間に木場潟縁で 20石の水田を開いてお り (安

政開)､耕地の拡張が図られた｡ 

1877 (明治 10)年には､田が 25町 7反 4歩､


畠が 28町 9反 8歩の耕作地を持ち､米､麦､そ


ば､麻､菜種､茶､生糸､真綿など多様な農産物


が生産されていた｡家数は､ 1792年と同じ 45軒


であり､人口も男性 107人､女性 104人の計 211


人とほとんど変化 していない｡ 41戸が農業を行


ってお り､うち 4戸が養蚕を､ 1戸が古物商を兼


業 していた｡また受酒屋が 2戸あり､そのうち 1
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NO

戸は菓子を置 き､もう 1戸は飲食店 も兼ねてい	 140 

120
 

た｡理髪を行う人もいた｡自足的な農村集落を形 100
 

成していたことがうかがえる｡ 
80
 

5.

604020 

帥
榔

仙
郷

抑
25｡

抑
15｡ 

Ⅷ 50 

0 

図表5-1
矢崎の世帯数･人口推移
出典:1792､1877
は『小松市史』以後は住民基本台帳 

%)
､
サービス業52人(22.
2%)､
卸･小売･飲

食業45人(19
.
2%)､
建設業29人(12
.
4%)､
農

業23人(9
.
8%)であり､
第二次産業と第三次産

業のウエイトが高い構成となっている｡周辺地域

り
､
国道沿いの商業施設とともに就業

の場となっていることが想定される｡

矢崎の国道の東側では
､
既存集落から木場潟に

かけて整地された田園地帯が広がっているが､
近

(明治 22)年の市制 ･町村制施行によって木津村

18
8年から今江村戸長役場の管下に入り､1 889 

0

字矢崎になった｡1 7年からは木津村 と粟津村

の合併によって､粟津村字矢崎 となり､1 0年

から小松市矢崎町となって現在に至っている｡ 

94


90


2.2 人口 ･産業 ･住民生活

矢崎の戦後の変化を特徴づけるのは､国道 8号

沿いの商業施設の立地と､道路西側の開田におけ

179111779972年年年855 0年1980年1989年1998年

年

が
､

る工場や住宅の立地である｡ この開田は､1886	 への就業がが多いいことと影響してるる考えられ

矢崎ににも石川･福井県版『工場マップ』よ(大正 2)年から耕地整理を行い水田化を目指 し

6
工場が

塩水が流れ込むという問題を抱えていた｡そのた 立地してお

ャーリング株式会社をはじめると小松シたものであったが､夏期には水位の低下によって

め､戦前から戦後にかけて畑地として､桑の栽培

が行われてきた｡1


くみ上げることによって､再度水田とされたが､


1年には､木場潟から水を96


23

り
､

と
､
り
､11970

が
､99､0

72

て
､

(253

1

た
｡

｡

その後準工業地域に指定され､工場の立地や住宅 年農農家数のの減少や業業就人口高齢化が進んで

いるる農農業集落調査によ矢崎の家数は 

)年には戸戸あを上回非農家数 

年にには農家ってていた戸対し非

農家が農農家が家戸と非の割合急増し数

減少に加えそののののも新住民流入が生じた

結果であ混住地域としてての性格を強めい

の建設が進むことになった｡

戦後の矢崎の人口推移を見ると､1955年の世

帯数は 66世帯､人口は男性 151人､女性 175人

の計 326人で 1877年に比べて､世帯数､人口と

も1 .	 隣接する5倍程度の増加にとどまっている｡

符津に比べて人口の急増が見られない原因を､前

60
｡

17

く
､､

52
.
6%

7

が
､
るる｡

第戸第戸2891

また
､､19
｡

女1837､ 
2
.
3%


｡

販売農家農は家は戸であ専業な

兼業兼が業が種種になっ

ている女 

である人の人のの計 

農業業就人人口は男性性

男性性

が歳以上となっている

述の 『小松市史』は､粟津駅からやや遠 く､関西

方面に出かけて浴場経営をしている人が多いため

19
7


人口が減少するが､小松と粟津の中間に位置し地

0年には 63世帯､275人とと分析 している｡ 

価が安いということもあって新住民の流入が起こ

は
､
が
､

5.
(2


39


既存集落の住民と流入者が別個

世帯 ･ 矢崎の自治会会や町内を形成するることもあ

口の増加が続いている｡ 新旧住民で構成されている｡アパートの町内会は

1995年の国勢調査によると､矢崎の就業者数 どど一部を除き新民ほとんが町内のの居住住者な


9


で農村集落り､1980年には 85世帯 ･322人､1989年には 97


8人､1998年には 122世帯 ･430人と人

は 234人｡産業別 の内訳 は製造業 69人 会に加入し
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ともなって､町内会において一定の役割を果たす

ようになってきている｡ 1999年には初めて､既

存集落以外の住民が町内会長に就任 している｡ 矢

崎という集落が開放的な性格を持っていることが

うかがえる｡ 

3 移住の流れと同郷会

矢崎は小松市の中でも､明治時代から他地域へ

の移住者が多 く出ている地域である｡ 『矢崎町史』

はその理由を､近村に比べて耕地が少なく､戸数

が 50軒を越すと生活が厳 しくなるという村の生

産基盤の限界に求めている｡

ちなみに矢崎の子どもたちが通った符津小学校


の卒業生名簿から町内会長の協力によって矢崎出


身者を選んでもらい､1921(大正 10)年から 1960
 

(昭和 35)年までの 5年毎に名簿記載の住所を示


したのが､図表 512である｡ 40年間の卒業生 202


人のうち 43% にあたる 87人が大阪を中心とした


京阪神に居住 しており､この方面への移住者が多


かったことが確認できる｡


実際にどのような県外移住が行われたのかを､

『矢崎町史』をもとに以下に整理する｡

最初は､1891年 (明治 24)年頃の北海道への

移住であった｡明治政府による北海道開拓のため

の移住奨励と､木場潟の氾濫などによる不作の継

続によって､矢崎から20人を超える人々が､小

樽市などに移住 した｡多 くは農業に従事 している

が､海産物問屋を営む人や､さらに北海道からブ

ラジルに移住 した人もいた｡ 

1897 (明治 30)年の北陸本線の開通に伴い､

京都への移住が始まっている｡ 10人の移住者が

京都へ行ったとされるが､運送会社を経営 し成功

をおさめた市原氏が､農村不況時に郷土の後進者

を導いたことが影響 し､連鎖移住が起こってい

る｡ なお､彼の指導によって京都で運送店を開業

した人のうち 4人が 1940年代に大阪に進出して

浴場業を経営 している｡ また､京都で浴場業を開

業した後､大阪に転出した例 も見られる｡

神戸には､1928年に知人を頼って移住 し浴場

業で成功 した北口氏がおり､彼を追って 7人が神

戸で浴場業を始めている｡ これらの 8人も､戟前

ないし疎開を経て戦後､大阪に進出した｡

大阪への進出は 1917年頃から始まり､1945年

までに 29人が大阪で活躍 したとされる｡ そのう

ち 26人までが浴場業に従事 した｡｢出稼ぎをして

いた人の中から公衆浴場業界に参入する人達が出

てくる｡ その移住者が公衆浴場界に参入して成功

することによりパイオニアになる｡ そのパイオニ

アの影響 により､この地域 において連鎖移住 

(canMirto)が ひ きお こされた｣(湯浅hi gain

1999:45)のであった｡

大阪へ矢崎出身者が集中することが同郷団体の

結成を促 した｡『加賀浴友会創立 50周年記念誌』

から矢崎の同郷会 ｢諏訪会｣の動きをみると次の 

T10-14 S1-5 S6-10 Sl1 
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善
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図表 5-3 矢崎諏訪神社境内図
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通 りである｡ 1937年 10月､北川安氏を会長に矢

崎出身者 12人をメンバーとして ｢諏訪会｣が結

成された｡翌年には郷里で初総会を開き諏訪神社

で会期の入魂式が行われている｡ 会員の郷土へ

の､郷土の象徴である諏訪神社への思いが読み取

れる｡ 諏訪会の会員は 1941年には 21名に増加 し

たが､その後戦争の激化にともなって矢崎などに

疎開するものが多 くなり減少していった｡

戟後は､京都､神戸からの移住､矢崎からの移

住 ･再移住によって大阪における矢崎出身者数は

増加 してい く｡ 1949年に前述の北川氏を会長に

大阪府下で浴場業を経営する央崎出身者が中心と

なって加賀浴友会が結成された｡諏訪会は戟後一

時活動を中断していたが､その間も有志が符津小

学校に放送設備やグランドピアノを寄贈 してい

る｡ 1956年に 36名の会員によって諏訪会は再興

された｡1972年には共済部が発足 した｡会員数

は 1974年 77人､88年 98人､98年 90人 と推移

している｡ 移住者の多い矢崎では､世話をする人

のなくなった無縁仏が生 じる｡ 1976年には行方

がわからなくなった移住者の思いを代替する形

で､諏訪会が矢崎在住の有志とともに郷土に無縁

仏像碑を建立している｡ 日本タクシー株式会社を

設立し､大阪府会議貝を 6期勤めた坂本長作氏も

矢崎出身者であり､会の顧問となっている1)｡

『矢崎町史』にあげられている東京方面-の移

住者は 5人である｡ 地理的にも遠方であり､後進

を導 く先達者がなかったことが少ない理由とされ

ている｡ 

4 神社から見た矢崎の都市一農村関係

鯵坂は､尼崎市における鹿児島県甑島出身者の

同郷会と母相 との関係について､母相側にとっ

て､大都市への移住者達はたよるべき同郷人であ

り､ライフステージごとに生ずる生活の相談､仕

送 りや各種の寄付などの社会的 ･経済的依存関係 
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社

畑

畑

写真 5-1 諏訪神 畑

図表 5-4 諏訪神社 ･浄昭寺位置本

が確認できることを指摘 している (図 95鯵坂 19


5)｡ここでは､矢崎の諏訪神社への寄付行為の : 

録をもとに､都市移住者に対する母相の経済的記

存関係をみたい 依

｡矢崎には諏訪社と二つの八幡社があった｡諏

社 は､1882 (明治 15)年 に諏訪神社 と改 め訪

れ､1917 (明治 40)年に八幡社を合併 し現在 ら

至っている｡ 矢崎の村社であり､前述の諏訪会に

の入魂式に象徴されるように都市移住者の心の旗

りどころであった｡諏訪神社を立派なものにしよ

いくことは､矢崎の人々の郷土愛の表現であるて

そのための寄進は､都市移住者にとって郷土の｡

員であることを確認するともに､移住地での成功一
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を郷土の人々にアピールする一つの手段で

もあったと考えられる｡

諏訪神社には､図表 5-3に示 したよう

に､参拝路 (大阪諏訪会)､五重塔 (大阪

市 坂本長作)､燈篭､社務所 (ともに大

阪市 北川安)､はしご置き (北海道移住

者)など､大阪を中心とした移住者からの

寄進による建物や置物が溢れている｡ 事

実､神殿の建設などに際しては､矢崎在住

の世話人が京都､神戸､大阪-出かけ寄付

を集めるということが､戦前から現在まで

継続 している｡ 初老記念の寄進において

も､向本折などと同様に移住者の名前が刻

まれているものが散見される｡ 最近建設さ

れた神社の玉垣も表側が大阪への移住者か

らの寄進､裏側が初老記念､氏子やその他

の矢崎出身者有志の寄進によっている｡ 矢

崎の場合､社務所､倉､参拝路､玉垣に代

表されるように神社そのものの整備に移住

者が氏子と同等あるいはそれ以上にかかわ

っているのが特徴であり､地域の神社を維

持 ･発展させていくうえで､移住者の経済

力が大きく貢献していると言えるだろう｡

そのことを､多 くの人々が寄進者として記

載 されている､① 1942 (昭和 17)年の紀

元二千六百年記念社殿造営と､( ∋1968 (昭

和 43)年の明治百年記念社殿改築におけ

る寄進者名簿から確認する｡ 
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は安政年間に建立した今江の春日神社の拝

殿を譲り受けたもので､社殿の造営は移住
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地元の矢崎が 63人で全体の 進者の地域別構成は､

8.

6.


271
( % を占める｡

7 %)､隣接する御
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(1
4 %)と多 くなってい


戸､北海道､東京寄進者は､大阪の他､京都､神


っており､寄進者 ､名古屋など多 くの地域に広が


%を県外 の約 25% を京阪神居住者が､35


居住者が占めている｡寄進内容は､お金のみによ
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間､大釣燈など高価な物品や､多額の寄進を行っ

ており､社殿造営を行ううえで､都市移住者､特

にその成功者の貢献度が高いことが確認される｡ 

4.2 明治百年記念社殿改築 (1968年)

明治百年記念社殿改築が行われた 1968年は､

大阪における矢崎出身者の浴場経営が最盛期を迎

えた時期である｡ この時の寄進者は全て世帯主単

位であるため､総数は 113人と造営の時の 1/2に

なっている｡ 寄進者の地域別構成を見ると､氏子 

(矢崎在住)が 5 (138人 5.%)と過半数 を占め

る｡次いで大阪在住が 46人 4.%)であ り､(07

この 2地区で 9割を超えている｡ 県外からの寄進

は､大阪の他は京都が 1人いるのみである｡ 地元

への聞き取 りによると､この改築は氏子とともに

大阪の諏訪会に寄進を呼びかけて実施したとされ

ており､そのことが地域構成にあらわれている｡

この時の寄進は釣燈ろう一対を寄進した 1人以

外はお金で行われており､総額は 1 ,098千円にの

ぼっている｡ 地区別の金額割合を見ると､氏子 

(矢崎在住)が 6.% を占め､大阪在住は 3.･48 00%


であった｡地元からの寄進が占める金額割合の方


が人数割合よりも高くなっており､移住者が占め


るウエイトが低 くなってきていることが伺える｡


この 2つの寄進の事例からは､移住者の経済力

が諏訪神社の造営や改築を支えていることが確認

できる｡ また､戦前には大阪以外にも北海道や京

都､神戸など当時の移住先の広がりを反映した寄

進が求められていたが､戟後 (高度成長期)では

大阪に移住者が集中し､しかも諏訪会として組織

的なまとまりを持っていたことから寄進を求める

対象がここに限定されていったことが伺える｡

その後も､諏訪神社への都市移住者による寄進

や諏訪会と地元との交流は続けられている｡ 諏訪

会は現在も毎年 1回地元の温泉に旅行 しており､

その宴席にはいつも地元の町内会の役員が招待さ 
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れている｡ しかし､産業構造の変化による母相の

経済基盤の強化と都市移住者の世代交代による母

相とのつながりの弱体化は､移住者への経済的 ･

心理的依存関係を次第に弱めつつある｡ 

5 浄昭寺でつながる二つの同郷団体 

5.1 大日川ダムの建設と水没地住民の移住

大日川ダムは､手取川と加賀三湖地区の総合開

発計画の一環として､干拓されて農地となる三湖

地区に農業用水を供給する目的で計画されたもの

である｡ 1952年にダム建設が決定 し､翌年には

水没する小原村 (現在は小松市新丸地区)から建

設反対の申し入れがなされるが､石川県が結成し

た ｢大日川ダム折衝対策委員会｣による話し合い

や知事の協力要請を経て､1958年に調査協定書

が交わされ､村全体の離村が決定した｡なおダム

完成式は 1968年 11月に行われている｡

故郷よさようなら 湖底に沈む小原町で決別式

大日川ダムの建設で全戸 37戸 (人口 212名)

が湖底に深 く沈む小松市小原町の人たちは､先

祖伝来のあの山とこの川と永遠に別れをつげる

ために､14日全町をあげて離村決別式をあげ

た｡ふもとの尾小屋町から8キロ､海抜 500m

の山ふところ深 く､下界 との往来まれな山々

写
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に､ひっそりと暮らしていた農民たちは､この

日 ｢幸あれ｣を合言葉として､続々と山を離れ

ていき､未知の世界へとびこむ不安と希望､ふ

たたび故郷へ帰ることのない､突き放されたよ

うなさびしさのなかに､お山の表情は大きくゆ

れている｡ 

(北陸新聞 1958年 11月 15日)

小原地域の 37世帯の住民達は､当初能登の穴

水-の集団移転を計画したが対象地が農地として

条件が悪いために断念した｡次いで､自由移転組

と集団移転組に分かれ､まず自由移転組が個々に


移転していった｡集団移転組は､小松市佐美の新


開地で小原の名を残し､氏神神社もそっくり持っ


ていくことになっていたが､農地として利用を予


定していた柴山潟の干拓が進まないために多くが


自由移転する結果となった｡移転場所は金沢市､


加賀市などにも広がっているが､多 くは､1956


年に編入され同一自治体となり以前から買物に行


くなど関係が深い小松市内に移住 した｡小松市周

辺では､大阪に移住する人々が多く､他出者の家

や田畑を購入できたことが､小松市内への小原か

らの移住者が多かった要因の一つであった3)｡

矢崎の都市移住者の家と田畑を購入して移住し

たのが､小原の浄昭寺である｡ 浄昭寺は 1953年

に小原で宗教法人として設立されているが､明応

年間からその地で道場留守役を､明治時代から金

沢市の念願時の説教道場を勤めていた家である｡

水没にあたり､真宗の教えが保たれており､町内

にお寺がないなどの事情を考慮 して矢崎に移住 し

てきた｡その事情を町内会長は､｢矢崎の宿坊の

住職がいなくなったので､その後をという意味か

らも浄昭寺に来てもらったが､浄昭寺が照厳寺の

下寺になることにはならなかった｡したがって､

矢崎の人は浄昭寺の門徒ではないが､住職もパパ

もいい人だったから次第にこの地域にとけこんで

きた｣と語る｡門徒のいない浄昭寺では､住職が

北海道をはじめ各地で布教活動を行ったり､説教

師として活動をすることになるが､町内会長など

の紹介で大阪在住の矢崎出身者のところへ報恩講

に出かけることによって､諏訪会とのつながりも

形成されていった｡ 

5.2 小原会 

12月の第 1日曜日､浄昭寺では水没 した小原

の住民による先祖供養の集まり ｢小原会｣が開か

れる｡ この会は小原の人々がつながりを残そうと 

1958年 11月の離村式に 37戸全貝によって結成

された4)｡会の集まりは当初､小松市の本光寺で

開かれたが､小原の住民の 1/3が本光寺の門徒､

残 りが松任の本誓寺や金沢の願念寺の門徒という

事情があり､みんなが気安 く集まれる場所という

ことで､地元の道場として親しまれてきた浄昭寺

が小原会の会場となった｡平成 11年の会員名簿

によると､会貞数は子どもたちの世代が加入する

ことによって 51人に増加 している｡ そのうち 45

人が矢崎､串､佐美､今江など小松市内に住んで

いる｡ 

50代から80代の村出身者を中心に､親の供養

をする 40代の人々も加わった 50名はどの人々

が､午前中は仏事を行い､午後はみんなで親睦を

深めている｡ ダムで水没した村有地の補償金の一

部が会の基本財産となっているが､集まりの費用

は参加者の志納金やお酒､果物､おもち､おにぎ

りなどの志納品で賄われている｡ お寺が準備する

豆をつぶした味噌汁は､かつて小原の報恩講でも

出されていた懐かしい味｡それが子どもの頃の楽

しみだったと語る高齢者も多い｡現在は､小原の

元の在所は車で 40分程度で行けるため､山菜探

りができる春や水量が減少して元の在所の風景を

見ることのできる 9月頃には個人的に出かける高

齢者も多いということだが､小原出身者がこの会 
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以外で集まりを持ったのは､白山郷の民俗資料収

集のテレビ番組作成のために行われた焼畑農業の

実施の時だけである｡ 小原出身者にとって唯一の

親睦の機会であり､会を通じて小原出身者の二世

の交流も始まっている｡ 

5.3 浄昭寺建立をめぐる寄進

民家を活動の場としていた浄昭寺は､1998年

にお寺を建立した｡建設にあたっては､矢崎の住

民が建設委員会を作って門徒でないために ｢気持

だけ｣という形で寄進を集めたが､諏訪会経由で

大阪からも寄進が行われている｡ また､住職が説

教などを行っている近隣の住民や矢崎出身者の嫁

ぎ先からも寄進が寄せられ､寄進者の数は 767人

にのぼっている｡ 矢崎からは､アパー トの住人や 

2世帯同居などを考えると地域のほぼ全世帯とも

言える 85人からの寄進があり､浄昭寺がこの地

域に根付いていることを示 している｡小原会の

人々も個人 としてほぼ全員が寄進 を行 ってい

る5)｡また､大阪府 57人､京都府 6人､神戸市 1

人からの寄進もあり､矢崎からの都市移住者がこ

こでも一定の貢献をしていることがわかる｡ た

だ､明治百年記念社殿改築の時には､大阪からも

多くの人が式典に参加したが､浄昭寺の落慶法要

には大阪からは寄進のみで参加者は少なかった｡

都市移住者が浄昭寺の門徒でないこともその要因

の一つであろうが､今回の法要への寄進者は､

｢出身者の子や孫なので寄付はしても来る人は少

ない｣という町内会長の話からは､世代交代が進

むなかで央崎に対する都市移住者の心のつながり

が次第に薄れつつあることが感じられる｡ 

6.まとめ

矢崎は､山村集落の最寄 り結節点である小松市

の周辺部に位置する農村集落であった｡農村とし

ての生産基盤の弱さから住民が大阪都市圏-移住 

するとともに､山村からの結節点に位置すること

や都市移住者の家 ･田畑が購入できたことから､

ダムに水没した小原の住民が移住 してきた｡その

ため矢崎を舞台に二つの同郷会が交差することと

なった｡

矢崎の村社である諏訪神社は､諏訪会旗の入魂

式に象徴されるように都市移住者にとっても心の

よりどころである｡ 諏訪神社を立派なものとして

いくために矢崎の住人は都市移住者の経済力に依

存した｡同郷会の存在は寄進の依頼や取 り纏めを

容易にしている｡ 諏訪神社-の寄進は都市移住者

にとって郷土の一員であることを確認するととも

に､移住地での成功を郷土の人々にアピールする

手段でもあった｡

浄昭寺は､小原の人々が先祖供養を通じて水没

したムラで形成されていたつながりを確認する結

節点として機能 している｡ 浄昭寺があるからこ

そ､離村から40年以上が経過 し､世代がかわっ

ても小原会の活動が継続していると考えられる｡

矢崎の人々は､浄昭寺を地元の寺として受け入

れ支援 している｡浄昭寺と諏訪会のつながりは､

直接的には報恩講を介してのものであるが､浄昭

寺に対する地元の人々の態度が､諏訪会の人々の

寄進､郷土のお寺として支援 していこうとする意

識に結びついている｡ 

[注] 

1)坂本氏は､加賀浴友会の結成に際 しても発起人の

一人となっている｡ 

2)明治 40年に串村､末佐美村､今江町が合併 して御

幸村となり､小松市に合併 される昭和 15年まで継

続 した｡ 

3)山口素光が行った富山県利賀村離村者の追跡調査

では､1965年～82年の離村者 181戸の転出先 は 

(山)村から平野部の出口に位置する井波町への転

出が 4割､庄川町への転出が 1割強 と最 も多いこ

とが確認されている｡小原から小松市内への移住

も同様な性格を持つものであると考えられる｡
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では､昭和 32年頃から離村がが始まっていたため､それらの人々も含めて全員 小原村に

った離村式に会が結成されている｡ 集ま5)小原

寺の門徒でないことが影響 している'ものと考え会としての寄進集めは行われていない｡浄昭

4)小原村

これ れる｡ らおわりに :共同研究の今後

が､ まで､ 5人の共同研究の成果を述べてきた

こと神社やお寺などの宗教的結節機関に注目する

一農によって､都市移住者とその出身集落､都市

査 村関係の位相が明らかにされてきた｡現地調

は､でお世話になった大阪加賀浴友会関連の団体

らの今回紹介した 3つの他にも6つがある｡ これ

進行内の幾つかの団体については､調査 もすでに

しているが､調査研究に一区切 りをつけるために､3つの

した｡ 地域に絞ってここに発表することに国

とし内移住や同郷団体の研究調査を､過去のこと

もおて歴史社会学的なアプローチとして考える人

都市られるが､我々は近現代都市の形成や今後の

義が社会 ･農村社会の形成と再形成にとって､意

根付あると考えている｡ それは都市化の過程での

も大きの問題や階層移動 ･階層分化の問題として

きな意味を持っているからである (1 布施鉄治ほか 990

題と ､鯵坂学 1994b)｡また現在進行形の問

しては､外国人移住者のエスニックコミュニティ ･グループの問題がある｡ 4年ほど前から筆

は気小松市の現地調査をおこなってきたが､始め

されがつかなかったのだが､製造業の工場が集積

を中ている小松市にも90年代に日系ブラジル人

心に外国人労働者が移住 してきている (1 小林倫子 9 

ジル 99)｡そして､最近になって幾つかのブラ

ジネ人向けの商店が開店しており､エスニックビ

ランスの形成が見られる｡ その内の一つのレス ト

いがは､日系ブラジル人二世 (小松市出身ではな

営さ)とそのご主人であるブラジル人によって経

生活れ､ブラジル人移住者の食生活だけでなく､

我々上の相談や相互援助の結節点となっている｡

っていないが､同郷的､エスニの聞き取 りでは､同郷団体の形成までには至

ーク関係はできている｡ ック的なネットワま

からた､詳細な調査はできていないが､ブラジル

者､の移住者には都市出身者だけでなく農村出身

度含あるいは農業従事経験のある人がかなりの程

団体まれている｡ このように､都市移住者と同郷

考えると 鯵坂 学者は､都市一農村の関係は現代日本の地域社会を
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武志 ･松江俊雄 ･島浦美能夫 ･新保文二 ･森高久男 ･田端久勝 ･西野栄二 ･尾北昇 ･高地博二 ･川一彦 ･

中川栄一 ･北山敬志 ･中村哲夫 ･田中昭行 ･佐竹囲修 ･高島誠 ･永長統保の各氏をはじめ多 くの方々にお

世話になりました｡

また現地調査にあたっては､同志社大学院生の河口充勇 ･逢軍さんにもお世話になりました｡最後に､

これらの調査データや資料 ･文献の整理､解析を手伝ってくれた同志社大学院生の清水睦子､同学生の井

関公子 ･平野友章 ･虫明菜穂子 ･越後美和､奈良女子大学院生の宮崎良美さんにも謝意を表します｡

付記

52.,

これらの論文は 1998年度 99〔服部民夫 (代表)､森川異規雄､鯵坂学〕及び 1 9年度 〔鯵坂学〕の同志

社大学学術奨励研究の成果である｡ 
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